
外
付
け
ポ
ー
タ
ブ
ル

My Passport® Ultra™

ポータブルハードディスクドライブ
ユーザーマニュアル

My Passport Ultraユーザーマニュアル



ii

WDサービスとサポート
万が一本製品に問題が発生した場合は、返品される前に弊社までお問い合わせをお願い致しま
す。テクニカルサポートに関するご質問の多くは、弊社のナレッジベースまたはメールでのサ
ポートサービス (http://support.wdc.com) でお答えすることができます。回答が得られない場  
合、またご希望によっては、下記の電話番号にて弊社までお問い合わせください。

お客様の製品には、保証期間中、30日の無料の電話サポートが含まれています。この30日間は
弊社のテクニカルサポートに最初にお電話された日付から始まります。メールによるサポートは
保証期間中無料です。また、弊社のナレッジベースは年中無休でご利用いただけます。お客様に
常に最新の機能とサービスを提供できますよう、http://register.wdc.comよりオンライン製品登
録をお願い致します。

オンラインサポートへのアクセス
製品サポートウェブサイト http://support.wdc.com へアクセスし、次のトピックから選択して
ください。

•   ダウンロード – お使いの WD 製品のドライバ、ソフトウェア、およびアップデートをダ  
ウンロードすることができます。

•   登録 – 最新のアップデートおよび特別な提供を入手されるためにお使いの WD 製品を登  
録してください。

•   保証および RMA サービス – 保証、製品交換 (RMA)、RMA ステータス、および日付取得      
情報を獲得します。

•   ナレッジベース – キーワード、フレーズ、または回答 IDで検索することができます。
•   インストール – WD 製品やソフトウェアのオンラインインストールヘルプを確認するこ  
とができます。

•   WD コミュニティ – 他の WD ユーザーと意見を共有したり、接続したりします。

WDテクニカルサポートの連絡先

サポートのためにWDへ連絡いただく際は、WD製品シリアル番号、システムハードウェア、お
よびシステムソフトウェアバージョンをご用意ください。 
北米 ヨーロッパ (通信料無料 )* 00800 ASK4 WDEU
英語 800.ASK.4WDC (00800 27549338)

(800.275.4932) ヨーロッパ +31 880062100
スペイン 800.832.4778 中東 +31 880062100

アフリカ +31 880062100
メキシコ 001 8002754932 ロシア 8 10 8002 335 5011

南米 アジア太平洋
チリ 1230 020 5871 オーストラリア 1800 42 9861/+800 2275 4932
コロンビア 009 800 83247788 中国 800 820 6682
ベネズエラ 0800 100 2855 ホンコン +800 6008 6008
ペルー 0800 54003 インド 1800 419 5591/1800 200 5789
ウルグアイ 000 413 598 3787 インドネシア +803 852 9439 
アルゼンチン 0800 4440839 日本 00531 65 0442/0120 994 120
ブラジル 0800 7704932 韓国 02 703 6550

0021 800 83247788 マレーシア 1800 88 1908/+800 6008 6008
(Telekom Malaysia)

ニュージーランド 0508 555 639/+800 2275 4932
フィリピン 1 800 1441 0159
シンガポール 1800 608 6008/+800 6008 6008 (Singtel)
台湾 0800 666 290/+800 6008 6008 (Chunghwa)
タイ 001 800 441 0570

* 通信料無料番号は以下の国で利用可能です。オーストリア、ベルギー、デンマーク、フランス、ドイツ、アイルラン 
ド、イタリア、オランダ、ノルウェー、スペイン、スエーデン、スイス、英国。

http://support.wdc.com
http://register.wdc.com
http://support.wdc.com
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本製品について – 1  

本製品について
My Passport® Ultra™ポータブル ハード ドライブへようこそ。このドライブは、コンパク    
トで大容量のポータブルハードドライブです。超高速USB3.0インターフェース、ローカ
ルおよびクラウドバックアップ、パスワード認証機能、ハードウェアベースでのデータ
暗号化機能を搭載しています。

この章では、以下のトピックについて説明します。
特徴
パッケージ同梱物
オプションアクセサリ
オペレーティングシステムの互換性
ディスクドライブのフォーマット
各部の名称と説明
ドライブの登録
取り扱い上の注意

特徴
コンパクト設計、大容量、ローカルまたはクラウドバックアップの機能を備える 
My Passport Ultraは、ポータブルなデジタルライフに最適です。

ウルトラ高速転送速度 – USB 3.0 ポートに接続すると、My Passport により超高速で      
ファイルにアクセスしたり保存ができます。USB 2.0対比で最大3倍のデータ転送速度。 
転送時間を大幅に短縮。*

*実際の転送速度はお客様のハードウェアおよひシステム条件によって異なります。

自動・連続バックアップソフトウェア – WD SmartWare™ Pro自動・連続バックアップソ    
フトウェアは、最小のPCリソースのみを使用し、バックグランドで静かに動作、データ
をしっかりと保護。自動の継続的なバックアップを選択し、ファイルを直ちにバックアッ
プ。または、スケジュールによるバックアップのオプションを選択し、スケジュールに
従ってファイルをバックアップし、バックアップを制御。

ローカルおよびクラウドバックアップ – WD SmartWare Proソフトウェアでは、ファイ    
ルをバックアップする場所を選択できます。My Passport Ultraドライブにファイルを  
バックアップ、またはDropbox*を使用してクラウドにファイルをバックアップ。

*クラウドバックアップにはDropboxアカウントが必要です。ここに記載しているク
ラウドサービスは国によって変更、終了、中断される場合があります。

Windows® 8との優れた連携 – WD Windows 8アプリを使用すると、Windows 8コン      
ピュータでMy Passport Ultraドライブに保存されたデジタルメディアを簡単に検出する  
ことができます。コンテンツは自動的に表示、整理されるため、写真、ビデオ、音楽を
簡単に楽しむことができます。

スタイリッシュなデザインに大容量 – わずか12.8 mmの超薄型ポータブルハードディス   
ク。高速で大容量。

USB 3.0 and USB 2.0 compatibility – このドライブは、最新のUSB 3.0デバイスと互換        
性を維持し、またUSB 2.0デバイスとは下位互換性を維持しています。
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WD Security™ソフトウェア – パスワード保護の設定とハードウェアベースでのデータ   
暗号化機能で、ハードディスクドライブ上にあるファイルの不正使用や不正アクセスを
防止します。

WD Drive Utilities™ソフトウェア – ハードディスクドライブ本体の登録、ドライブス    
リープタイマーの設定、ディスク診断をはじめ、それ以外にもさまざまなユーティリティ
機能をお使いいただけます。

頑丈な筐体がドライブを保護 – WDは、お客様のデータがお客様にとって重要であるこ  
とを理解しています。WDでは自社の内蔵ドライブを、耐久性、防振性、長期的な信頼性
の観点で高い基準を設けて開発し、美しいデザインの頑丈な筐体で、ドライブを保護。

USB 駆動 – お使いの PC の USB ポートから直接電力供給します。別の電源は必要あり       
ません。

重要： 最新のWD製品情報とニュースについては、弊社のウェブサイト 
http://www.westerndigital.comをご覧ください。最新のソフトウェア、ファームウェア、
および製品ドキュメントと情報については、http://support.wdc.com/downloadsを参照
してください。

パッケージ同梱物
My Passport Ultraハードディスクドライブキットには、以下のものが同梱されています  
（図1）。

•   My Passport Ultraポータブルハードディスクドライブ、WD ドライブユーティリ   
ティ、WD セキュリティ、WD SmartWareソフトウェア、WD Smartware Proソフ    
トウェアアップグレード

•   USB 3.0 ケーブル
•   クイック インストール ガイド

オプションアクセサリ
WD製品のオプションアクセサリについての詳細は、以下をご覧ください。  

米国 http://www.shopwd.com または http://www.wdstore.com

カナダ http://www.shopwd.ca または http://www.wdstore.ca

ヨーロッパ http://www.shopwd.eu または http://www.wdstore.eu

その他の国 各地域のWDテクニカルサポートにお問い合わせください。テクニカルサポー
トの連絡先のリストは、http://support.wdc.comにアクセスして、ナレッジ
ベースのAnswer ID 1048でご覧いただけます。

http://shopwd.com
http://wdstore.com
http://shopwd.ca
http://wdstore.ca
http://shopwd.eu
http://wdstore.eu
http://support.wdc.com
http://www.westerndigital.com
http://support.wdc.com/downloads
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オペレーティングシステムの互換性
My Passport UltraドライブおよびWD Drive Utilities、WD Securityソフトウェアは、 
以下のオペレーションシステムと互換性があります。

WD SmartWareソフトウェアは以下のオペレーティングシステムとの互換性があり 
ます。

互換性は、ハードウェア構成とオペレーティングシステムによって異なる場合があり
ます。

最高のパフォーマンスと信頼性を得るには、必ず最新のアップデートおよびサービス
パック (SP3)をインストールしてください。Windows PCをご使用の方は［スタート］メ 
ニューに進み、［Windows Update］を選択してください。Macをご使用の方は、［Apple］ 
メニューに進み、［ソフトウェア・アップデート］を選択してください。

ディスクドライブのフォーマット
My Passport Ultraハードディスクドライブは、すべての更新済みWindows OSとの互換   
性を保つために、単一のNTFSパーティションとしてフォーマットされています。この
ドライブをMacで使用される場合は、「ドライブの再フォーマット」p. 67と「トラブル 
シューティング」p. 68を参照してください。

 図1  My Passport Ultraドライブキットコンポーネント

Windows® Mac OS X

•   Windows XP

•   Windows Vista®

•   Windows 7

•   Windows 8

•   Leopard

•   Snow Leopard

•   Lion

•   Mountain Lion

Windows
•   Windows XP

•   Windows Vista

•   Windows 7

•   Windows 8

クイック インストール ガイドUSB 3.0ケーブル My Passport Ultraポータブル 
ハードディスクドライブ
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各部の名称と説明
図2に示すように、My Passport Ultraドライブには以下が含まれています。

•   電源 /動作状況LED

•   USB3.0インターフェースポート

電源 /動作状況LED

電源 /動作状況LEDは、ハードディスクドライブの電源状態および動作状況を以下のよ
うに表示します。

USB 3.0インターフェース
USB 3.0は、最高 5 Gb/s のデータ転送レートをサポートします。USB 3.0 は USB 2.0 と下         
位互換性があります。USB 2.0 ポートに接続した場合のデータ転送レートは最高 480 Mb/s    
です。

ドライブの登録
お客様のMy Passport Ultraドライブをご登録ください。ご登録いただいたお客様には、  
最新のアップデート情報および特別価格販売などをご案内いたします。ご使用のドライ
ブは、WD Drive Utilitiesソフトウェアを使用して簡単にご登録いただけます。また、操  
作手順は「ドライブの登録」p. 56に記載されています。http://register.wdc.comからオン 
ラインでご登録いただくこともできます。

取り扱い上の注意
WD製品は精密機械なので、開梱時およびインストールの際は丁寧にお取り扱いくださ
い。乱暴な取扱、衝撃または振動はドライブに損傷を与える場合があります。外付けス
トレージ製品の開梱や使用の際には、次の注意事項を守ってください。

•   ドライブを落としたり、衝撃を与えたりしないでください
•   動作中のドライブを動かさないでください

 図2  My Passport Ultraドライブ

LED表示 電源状態および動作状況
常時点灯 アイドル
高速点滅（1秒に約3回） 動作
ゆっくりと点滅（約2.5秒おき） システムスタンバイ

USB3.0インターフェース
ポート

電源 /動作状況LED

http://register.wdc.com
https://register.wdc.com
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ドライブの接続と使用開始
この章では、ドライブを接続し、WD ドライブユーティリティ、WD セキュリティ、お  
よびWD SmartWareソフトウェアをご使用のコンピュータにインストールする手順につ 
いて説明します。この章では以下のトピックについて説明します。
ドライブの接続
WDソフトウェアを使い始める

ドライブの接続
1.  コンピュータの電源を入れます。
2.   図3に示すように、ドライブをコンピュータに接続します。
3.   ドライブがコンピュータのファイル管理ユーティリティのリストに表示されている
ことを確認します。

4.   ［新しいハードウェアの検出］画面が表示された場合は、［キャンセル］をクリックし
て画面を閉じます。WDソフトウェアによりドライブに適したドライバーが自動的に
インストールされます。

これで My Passport を外付けストレージデバイスとして使用する準備ができました。ド 
ライブ上にある WD ソフトウェアをインストールすることで、機能をより向上させるこ
とができます。

•   WDドライブユーティリティ 
•   WDセキュリティ 
•   WD SmartWare

 図3  My Passportの接続
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WDソフトウェアを使い始める
1.  コンピュータのファイル管理ユーティリティのドライブのリストに表示される

WD Apps Setupファイルをダブルクリックして、WDソフトウェアセットアップウィ  
ザードを開始します。

2.   ［次へ］ボタンをクリックして使用許諾契約を表示します。
3.   使用許諾契約を読み、［使用許諾契約に同意します］チェックボックスをオンにして、
［次へ］ボタンを使用可能にします。

4.   ［次へ］ボタンをクリックして［カスタムセットアップ］ダイアログを表示します。

5.   ［カスタムセットアップ］ダイアログの操作：
a. アプリケーション名を選択して、アプリケーションの説明を確認します。

• WDドライブユーティリティ

• WDセキュリティ

• WD SmartWare

b. アプリケーションを何もインストールしない場合は、すべてのチェックボック
スをオフにします。
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c. 以下のインストールオプションを何も設定しない場合は、すべてのチェックボッ
クスをオフにします。

• デスクトップにショートカットを作成する
• アプリケーションを起動する

d.［次へ］ボタンをクリックして、選択したアプリケーションおよびインストールオ
プションのインストールを開始します。

6.   インストールの完了を待ちます。

7.   インストール完了後、［完了］をクリックしてWD Apps Setupウィザードを終了し  
ます。

8.   選択に応じて、以下のようになります：

• WDドライブユーティリティと［インストール後にアプリケーションを起動する］
オプションのインストールの場合、［WD ドライブユーティリティ］画面（p. 8の  
図 4および「ドライブの管理とカスタマイズ」p. 53を参照）が表示されます。

• WD セキュリティと［インストール後にアプリケーションを起動する］オプション 
のインストールの場合、［WD セキュリティ］画面（p. 8の図 5および「ドライブ   
のロックとロックの解除」p. 46を参照）が表示されます。

• WD SmartWareソフトウェアをインストールすると、［WD SmartWare Proへの   
アップグレード］画面が表示されます。ここで無料ソフトウェアのアップグレード
のアクティベーションを行うことができます（p. 9の図 6を参照し、ステップ9  
に進みます）。 
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 図4  ［WD ドライブユーティリティ］画面

 図5  ［WD セキュリティ］画面
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9.   WD SmartWare Proソフトウェアアップグレードにより、WD以外のドライブ、サポー  
トされていないWDドライブ、およびリモートDropboxフォルダに対するバックアッ
プ機能が拡張されます。無料アップグレードのアクティベーションを行うことによ
り、WD SmartWare Proソフトウェアがコンピュータにインストールされます。また、  
他の2台のコンピュータにインストールするときに使用するアクティベーション
コードが電子メールで提供されます。
a. ［名］ボックスに名前を入力します。
b.［姓］ボックスに名字を入力します。
c. ［電子メールアドレス］ボックスに電子メールアドレスを入力します。
d.［アクティベーション］をクリックしてアップグレードを完了し、アクティベー
ション結果メッセージを表示します。

 図6  ［WD SmartWare Proへのアップグレード］画面
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e. ［OK］ボタンをクリックして、［バックアップデバイスの選択］画面を表示します。

ご注意：  この時点でWD SmartWare Proソフトウェアはインストールされています。    
ここで初期バックアップのためのセットアップ手順をスキップする場合は、
［バックアップデバイスの選択］画面の右上隅にあるX（閉じる）ウィンド
ウアイコンをクリックします。それ以外はステップ10に進みます。

10. ［バックアップデバイスの選択］画面の［バックアップソース］領域で、バックアッ
プ対象のファイルを持つデバイスを選択します。
a. バックアップソースの選択ボックスを使用して、ファイルのバックアップをロー
カルハードドライブから行うのか、リモートDropboxフォルダから行うのかを指
定します。

• デフォルトでは、コンピュータオプションが選択されます。このコンピュー
タアイコンは、バックアップソースデバイスが内蔵ハードドライブ、ドライ
ブパーティション、またはローカルに直接接続された外付けハードドライブ
のいずれかであることを示します。

• Dropboxオプションを選択すると、［Dropboxログインが必要］ダイアログが
表示されます。このダイアログでは、WD SmartWare Proソフトウェアによる  
アクセスのためのDropboxアカウントを設定します。

Dropbox フォルダをバックアップソースデバイスとして使用する前に、
WD SmartWare ProソフトウェアによるアクセスのためのDropboxアカウン  
トを設定する必要があります。リモートDropboxアカウントの設定のステッ
プ4 p. 64を参照してください。
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• WD SmartWare Pro ソフトウェアによるアクセスのための Dropbox アカウン  
トを設定後、このDropboxアイコンは、バックアップソースデバイスがリモー
トDropboxフォルダであることを示します。

b. 選択されたバックアップソースデバイスに複数の内蔵ハードドライブ、ドライブ
パーティションまたは外付けハードドライブが存在している場合は、バックアッ
プソースデバイス選択ボックスを使用してバックアップ対象にする1つのソース
を選択します。

11. ［バックアップデバイスの選択］画面の［バックアップターゲット］領域で、以下の
操作を行います。
a. コンピュータに複数のバックアップターゲットデバイスを接続している場合は、
バックアップ対象にする1つのターゲットを選択します。

b. 選択したデバイスが明るい青色の背景でハイライト表示されることを確認し
ます。

c. バックアップターゲットデバイスとして Dropboxを選択した場合、［Dropboxロ
グインが必要］ダイアログを使用して、WD SmartWare Proソフトウェアによる  
アクセスのためのDropboxアカウントを設定します。

Dropboxフォルダをバックアップターゲットデバイスとして使用する前に、
WD SmartWare ProソフトウェアによるアクセスのためのDropboxアカウントを  
設定する必要があります。リモートDropboxアカウントの設定のステップ4 p. 64を  
参照してください。

d. 選択したバックアップターゲットデバイスに複数のドライブパーティションま
たはネットワーク共有が存在している場合、デバイスアイコンの下にあるバッ
クアップターゲットデバイス選択ボックスを使用して1つのターゲットを選択し
ます。
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12. ［バックアップデバイスの選択］画面の［次へ］ボタンをクリックして、［バックアッ
ププランの選択］画面を表示します。

13.  [バックアッププランの選択 ] 画面で、以下の操作を行います。
a. 実行したいバックアップタイプのオプションを選択します。

• カテゴリ バックアップ – バックアップソースデバイス上の選択されたカテゴ   
リのファイルをすべて見つけてバックアップします。

• ファイル バックアップ – バックアップソースデバイスのフォルダ ビューか    
ら選択した特定の個々のファイルあるいはフォルダをバックアップします。

b.［次へ］ボタンをクリックして、初回の［バックアップ頻度の選択］画面を表示し
ます。
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14. スケジュールバックアップ、［バックアップ頻度の選択］画面：
a. 時間を決めてバックアップソースデバイスをスキャンするオプションか、既存の
ファイルが変更された場合または新しいファイルが追加された場合に自動的に
バックアップを実行するオプションを選択します。
• 連続バックアップ – 常時バックアップが実行されます。

• スケジュールバックアップ – 指定された日時にのみバックアップが実行され  
ます。

b.［スケジュールバックアップ］を選択した場合は、［毎時］、［毎日］、または［毎
月］のオプションを選択し、チェックボックスと選択ボックスを使用してバック
アップをスケジュールします。

c. ［次へ］ボタンをクリックして、初回バックアップ画面を表示します。初回バック
アップ画面に表示される内容は、p. 12のステップ13で選択したバックアップの 
タイプによって異なります。（p. 14の図 7を参照してください )。

15. 初回の［バックアップ］画面で以下の操作を実行します：
• 最初のバックアップを実行 – ［バックアップを有効にする］をクリックする前に、  
「ファイルのバックアップ」p. 31を参照してください。

• ［バックアップをスキップ］をクリックして、バックアップをスキップします。
16. ［OK］をクリックして［インストールとセットアップが完了］ダイアログを閉じます。 

選択内容 . . . バックアップの実行内容 . . .

毎時 指定した時間に毎時。
毎日 選択した曜日の選択した時間ごと：

a. ［曜日］チェックボックスをオンまたはオフにして、バッ
クアップを実行する曜日を指定します。

b. ［時間］選択ボックスを使用して、バックアップを実行す
る時間を指定します。

毎月 選択した月日の選択した時間ごと：
a. ［毎月］選択ボックスを使用して、バックアップを実行す

る月日（［第1週］［第2週］［第3週］［第4週］［最終週］）を
指定します。

b. ［曜日］選択ボックスを使用して、バックアップを実行す
る曜日を指定します。

c. ［時間］選択ボックスを使用して、バックアップを実行す
る時間を指定します。
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 図7  初回の［バックアップ］画面

初回のバックアップ画面（ファイルバックアップの場合）

初回のバックアップ画面（カテゴリのバックアップの場合）

ご注意：  このバックアップ画面は、初  
回の1回のみ表示される画
面です（WD SmartWareソフ 
トウェアをご使用のコン
ピュータにインストールし
た場合）。その後は、ソフト
ウェアを起動すると［ホー
ム］画面が表示され、処理を
選択することができます。
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WD SmartWareソフトウェア機能概要
この章では、WD SmartWare ソフトウェアの機能の概要を説明します。この章では以下  
のトピックについて説明します。
［ホーム］画面
［バックアップ］画面
［復元］画面
［設定］画面
［ヘルプ］画面

WD SmartWareの操作項目と機能はすべて、5つの各タブを選択すると表示される以下の 
画面で使用できます。

 . . .タブ表示 説明 . . .

ホーム デバイスアイコンおよびコンテンツゲージは、選択したバックアッ
プソースデバイスと使用可能な各バックアップターゲットデバイス
の合計容量とカテゴリ構成を示します。

選択したバックアップソースデバイスに複数の内蔵ハードドライブ
がある場合または複数のハードドライブパーティションがある場
合、あるいは使用可能なバックアップターゲットデバイスに複数の
パーティションまたはネットワーク共有がある場合、WD SmartWare 
ソフトウェアには、処理の対象を選択するボックスが表示されます。

詳細については、「［ホーム］画面」p. 16を参照してください。

バックアップ 2つのダイアログのいずれかが、バックアップモードの選択に応じて
表示されます：

• カテゴリごとのダイアログはコンテンツゲージを提供します。
コンテンツゲージには、選択したバックアップソースデバイス
およびバックアップターゲットデバイスの合計容量とカテゴリ
構成が表示されます。

• ファイルごとのダイアログには、選択したバックアップソース
デバイスのフォルダ一覧が表示されます。一覧を使用して、バッ
クアップするファイルおよびフォルダを選択します。

詳細については、「［バックアップ］画面」p. 23を参照してください。

復元 次の操作対象を選択する画面です：

• 復元元ファイルのバックアップボリューム

• 復元したファイルをコピーする場所

• 復元したいファイル

詳細については、「［復元］画面」p. 25を参照してください。

（続く）

13
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ご注意 :  詳細な［ヘルプ］画面の情報に加えて、各WD SmartWare画面から簡潔なオン   
ラインヘルプに簡単にアクセスでき、バックアップ、復元および設定タスクに役
立てることができます。操作で確信が持てない場合は、表示の右上隅にある情報 /
オンライン ヘルプ アイコンをクリックしてみてください。

オンラインヘルプを確認後、情報 /オンラインヘルプ画面を閉じる場合は、画面
の右上隅にあるXアイコンをクリックします。

［ホーム］画面
［ホーム］画面を使ってデバイスのコンテンツゲージを表示し、以下の事項を選択します。

•    バックアップするファイルが存在するソースデバイスまたはドライブパーティ
ション

•    ファイルのバックアップ先またはファイルの復元元となるターゲットデバイスま
たはデバイスパーティション /ネットワーク共有

［ホーム］画面の機能概要については、p. 17の図 8および18 ページの「表 1」を参照し    
てください。  

設定 次の操作を行うためのボタンが表示されます：

• ファイルごとに保持するバックアップバージョンの数を指定
する

• 復元したファイルを保存するフォルダとして、異なるフォル
ダを指定する

• WD SmartWareのアップデートを自動的に確認する

• WD SmartWare Proソフトウェアからアクセスするリモート 
Dropboxフォルダを設定する

詳細については、「［設定］画面」p. 28を参照してください。

ヘルプ 以下の情報に簡単にアクセスできます：

• ファイルのバックアップと復元、およびソフトウェア設定に
関する詳細情報

• WD カスタマーサポートおよびソフトウェアアップデート 
サービス

詳細については、「［ヘルプ］画面」p. 29を参照してください。

各表示で、WD SmartWareは接続されているデバイスのハードウェア構成に応じて名称およびグ 
ラフィック画像が変更されます。

 . . .タブ表示 説明 . . .
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  図8  ［ホーム］画面

バックアップソースコ
ンテンツゲージ

バックアップターゲット
コンテンツゲージ

バックアップ
ソースデバイス
選択ボックス

バックアップ
ソース

選択ボックス

コンピュータ
アイコン

バックアップターゲットデバイスアイコン
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 表1  ［ホーム］画面の機能の説明 

表示項目 詳細
アクティベーション 
コード必須アイコン

p. 17の図 8には表示されていません：

デバイスがWD以外のデバイスか、またはサポートされていない
WDデバイスであり、アクセスするには有効なアクティベーション
コードとWD SmartWare Proソフトウェアへのアップグレードが必  
要であることを示します。

バックアップソース
Dropboxアイコン

p. 17の図 8には表示されていません：

バックアップ操作でDropboxオプションが選択されたことを示し
ます。

このアイコンを右クリックし、［アカウントの選択］を選択すると、
［Dropboxログインが必要］ダイアログが表示されます。このダイ
アログでは、WD SmartWare Proソフトウェアによるアクセスのた  
めのDropboxアカウントを設定します。

バックアップソース 
コンピュータアイコン

バックアップ操作でコンピュータオプションが選択されたことを
示します。選択したドライブまたはドライブパーティションの名前
が提供されます。

このアイコンを右クリックして表示されるメニューには、以下のオ
プションがあります。

• 開く – コンピュータのファイル管理ユーティリティのリストが  
表示されます。

• プロパティ – 選択されたハード ドライブまたはドライブ パー    
ティションのための Windows の［システムのプロパティ］ダ  
イアログが表示されます。

（続く）
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バックアップソース 
コンテンツゲージ

選択したバックアップソースデバイスに関するコンテンツゲージ
には、カテゴリタイプのバックアップ対象となるすべてのファイル
が、以下の6つのカテゴリ内に青い背景色で表示されます。

ファイルのカテゴリー 対象ファイルの拡張子
ドキュメント .doc、.txt、.htm、.html、.ppt、.xls、.xml、

およびその他のドキュメントの拡張子
メール .mail、.msg、.pst、およびその他のメール

の拡張子
音楽 .mp3、.wav、.wma、およびその他の音楽

の拡張子
ムービー .avi、.mov、.mp4、およびその他のムービー

の拡張子
写真 .gif、.jpg、.png、およびその他の写真の拡

張子
その他 主要な5つのカテゴリに属さないその他の

ファイル

対象ファイル拡張子の一覧については、http://support. wdc.comに 
アクセスして、WDナレッジベースの回答 ID 3644を検索してくだ 
さい。

メモ：

• 暗い灰色の背景で表示されるシステムカテゴリは、カテゴリタ
イプのバックアップの対象にならない次のオペレーティングシ
ステムファイルです。（システムファイル、プログラムファイ
ル、アプリケーション、.tmp および .log ファイルなどの作業   
ファイル、および Temp フォルダに保存されているすべての  
ファイル）。

ファイルバックアップを実行するとき、［システム］カテゴリの
名前が［除外］に変更されます。［除外］カテゴリには、ファイ
ルバックアップに含まれなかったすべてのファイルが含まれ
ます。

• 暗い灰色の背景で表示される復元カテゴリは、前のバックアッ
プから復元されたファイルを示します。これらのファイルはカ
テゴリバックアップには利用できません。

• バックアップターゲットデバイスに対するコンテンツ ゲージの 
［追加ファイル］にはデバイスをインストールしたときにオペ
レーティング システムが配置したシステム ファイルと隠され  
たファイルが示されます。

• Outlook.pstファイルは頻繁に変更されるため、連続バックアッ
プではOutlook.pstファイルがバックアップされるのは24時間
に一度のみです。この除外は他のメールアプリケーションファ
イルには適用されませんスケジュールバックアップの場合、
Outlook.pstファイルはスケジュールに従ってバックアップさ
れます。

• マウスポインタをカテゴリの上に移動すると、カテゴリ内の
ファイルの数が表示されます。

（続く）

 表1  ［ホーム］画面の機能の説明 （続く）

表示項目 詳細

http://support.wdc.com
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バックアップソース 
デバイス選択ボックス

コンピュータオプションが選択された場合、バックアップソースデ
バイスとして使用可能なコンピュータの内蔵ハードドライブ、ハー
ドドライブパーティション、および直接接続ドライブのリストが表
示されます。

バックアップソース 
選択ボックス

バックアップ対象のソースデバイスのタイプを選択するためのオ
プションを提供します：

• コンピュータオプションが選択された場合、コンピュータアイ
コンが表示され、コンピュータの内蔵ハードドライブ、ハード
ドライブパーティション、および直接接続ドライブがすべてデ
バイス選択ボックス内に表示されます。

• Dropboxオプションを選択した場合、Dropboxアイコンが表示
され、デバイス選択ボックスは非表示になります。

バックアップターゲット
コンテンツゲージ

WD SmartWareのインストール後—初回のバックアップを実行す 
る前、またはデバイスからファイルをコピーする前に、バックアッ
プターゲットのコンテンツゲージには、［追加のファイル］カテゴ
リのファイルが少数表示されます。これらはデバイスをインストー
ルしたときにコンピュータのOSが置いたシステムファイルおよび
隠しファイルです。

デバイスへのファイルバックアップまたはファイルコピーの実行
後、バックアップターゲットのコンテンツゲージには、以下のもの
が表示されます：

• バックアップソースデバイスのコンテンツゲージと同じカテゴ
リにバックアップされたすべてのファイル（「バックアップソー
ス コンテンツゲージ」p. 19を参照してください）

• デバイスにコピーまたは保存された［追加のファイル］カテゴ
リ内のその他のファイル

バックアップターゲット
デバイスアイコン

コンピュータに接続されたバックアップターゲットデバイスの名
前を提供します。

サポートされている複数のドライブをコンピュータに接続してい
る場合、バックアップまたは復元に使用するドライブを左クリック
します。WD SmartWareソフトウェアは、選択したドライブを明る 
い青色の背景でハイライト表示します。

（続く）

 表1  ［ホーム］画面の機能の説明 （続く）

表示項目 詳細

選択されたMy Passport 
ドライブ
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バックアップターゲット
デバイスアイコン（続き）

直接接続ドライブアイコンを右クリックして表示されるメニュー
には、以下のオプションがあります。

• 開く – コンピュータのファイル管理ユーティリティのデバイス  
リストが表示されます。

• プロパティ – Windows の [ドライブ プロパティ ] ダイアログが      
表示されます。

• 安全な取り外し – ドライブを取り外すための準備が行われます。

ご注意 :  ［安全な取り外し］オプションは、WD製品以外のドライ  
ブでは利用できません。

ネットワーク接続デバイスアイコンを右クリックしてして表示さ
れるメニューには、以下のオプションがあります。

• 開く – コンピュータのファイル管理ユーティリティのデバイス  
リストが表示されます。

• ダッシュボード – デバイス設定のための Web インターフェー  
スを表示します。

• マップ – Windowsの［ネットワークドライブのマッピング］ダ  
イアログを表示します。

• ショートカットの作成 – デバイスへのショートカットをデスク  
トップ画面に追加します。

• アラート – WD SmartWare WDアラートレポートを表示します。
• プロパティ – デバイスの詳細およびトラブルシューティング情  
報を表示します。

• シャットダウン – デバイスの準備を行い、デバイスをシャット  
ダウンします（My Net N600、N750、N900、N900 Centralルー   
タでは使用できません）。

Dropboxフォルダアイコンを右クリックすると、［Dropboxログイン
が必要］ダイアログへのリンクが表示されます。このダイアログで
は、WD SmartWare Proソフトウェアによるアクセスのための  
Dropboxアカウントを設定します。

（続く）

 表1  ［ホーム］画面の機能の説明 （続く）

表示項目 詳細
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バックアップターゲット
デバイス選択ボックス

p. 17の図 8には表示されていません：

バックアップターゲットデバイス選択ボックスは、複数のドライブ
パーティションまたはネットワーク共有を持つサポートされてい
る個々のバックアップターゲットデバイスのアイコンの下に表示
されます。ここで選択するドライブパーティションまたはネット
ワーク共有は、以降のバックアップ操作ではターゲットとなり、ま
た以降の復元操作ではソースとなります。

デバイス表示スクロール
ポインタ

p. 17の図 8には表示されていません：

1つのWD SmartWareのインストールで、システムが処理できる最 
大数の外付けデバイスに対応します。接続されているデバイス数の
すべてを表示できない場合、WD SmartWareソフトウェアの左右に 
あるデバイス表示スクロールポインタを使って、すべてのデバイスを
確認することができます。

デバイスロックアイコン p. 17の図 8には表示されていません：

デバイスがパスワードで保護され、ロックされていることを示します。

無料トライアルカウント
ダウンアイコン

p. 17の図 8には表示されていません：

WD SmartWare Proソフトウェアアップグレードの30日間無料ト  
ライアルを使用して、WD以外のデバイス、サポートされていない
デバイス、およびリモートDropboxフォルダにアクセス中であるこ
とをを示します。

ログイン必須アイコン p. 17の図 8には表示されていません：

セキュリティ保護されたネットワーク接続ストレージデバイスに
アクセスするには有効なログインユーザー名とパスワードが必要
であることを示します。

書き込み可能 
パーティションなし 
アイコン

p. 17の図 8には表示されていません：

WD SmartWareソフトウェアがデバイスに有効なボリュームまた 
は共有を見つけられない場合に表示されます。WD SmartWareの 
バックアップ機能および復元機能でデバイスを選択するには、その
デバイスを事前に設定しておく必要があります。

 表1  ［ホーム］画面の機能の説明 （続く）

表示項目 詳細

スクロールポイ
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［バックアップ］画面
WD SmartWareソフトウェアは、バックアップするファイルの方法に応じて、2種類の 
［バックアップ］画面表示のいずれか1つを表示します。

•    カテゴリごと – コンテンツゲージの表示内容と同様
•    ファイルごと – コンピュータの内蔵ハードドライブのフォルダ構成と同様

WD SmartWareの［バックアップ］画面でバックアップおよびバックアップ操作を管理 
したいファイルまたはファイルのカテゴリの選択を行います。
［バックアップ］画面の機能概要については、図9および24 ページの「表 2」を参照して  
ください。 

  図9  ［バックアップ］画面

カテゴリバックアップ表示 ファイルバックアップ表示

バックアップソースコンテンツゲージ
バックアップターゲット
コンテンツゲージ

［ファイルバックアップに切り 
替える /カテゴリバックアップに
切り替える］トグルボタン

バックアップの有効化 /無効化
トグル ボタン

バックアップ詳細表示領域

［バックアップ頻度の設定］ボタン
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 表2  ［バックアップ］画面の機能の説明 

表示項目 詳細
バックアップ詳細表示 
領域

WD SmartWareのデフォルト設定では、カテゴリバックアップモー 
ドで全ファイルのバックアップを行う設定となっています。この設
定では、バックアップ詳細表示領域はブランクです。

［詳細表示］をクリックするとバックアップファイルの選択ボック
スが表示され、バックアップするファイルのカテゴリを指定でき
ます：

バックアップファイル選択ボックスで［変更を適用する］をクリッ
クすると、カスタムバックアッププランが作成され、コンテンツ
ゲージが更新されます。
［ファイルバックアップに切り替える］をクリックすると、フォル
ダ一覧が表示され、バックアップする個々のファイルまたはフォル
ダを指定できます：

ご注意 :  ［バックアップ］画面のバックアップソースデバ  
イスコンテンツゲージに置き換わり、フォルダ構
成が表示されます。

WD SmartWareのデフォルト設定では、ファイルバックアップモー 
ドの場合、選択されているファイル /フォルダはありません。バッ
クアップしたいファイルまたはフォルダを選択した後、

• ［変更を適用する］では、最近の選択内容を使用してカスタム
バックアッププランが作成されます。

• ［元に戻す］をクリックすると直近の選択が解除され、前に適用
された設定が再表示されます。

（続く）
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［復元］画面
WD SmartWareソフトウェアの［復元］画面では、お客様が手順を確認しながらバック 
アップファイルの検出処理および選択したバックアップソースデバイスへのコピー処理
が行えます。

•    復元するバックアップボリュームの選択
•    復元したファイルの保存先の選択
•    選択したバックアップターゲットデバイスから復元するファイルの選択

［復元］画面の機能概要については、図10および26 ページの「表 3」を参照してください。  

［バックアップスケジュー
ルリマインダ］ボタン

p. 23の図 9には表示されていません：

スケジュールバックアップの場合、このボタンをクリックすると以
下の内容のステータスダイアログが表示されます：

• 次回のスケジュールバックアップの日時、バックアップに失敗
した可能性のある最終バックアップ、バックアップを完了した
最終バックアップが表示されます。

• スケジュールを無視して今すぐバックアップを実行するための
［今すぐバックアップ］ボタンが提供されます。

バックアップソース 
コンテンツゲージ

［ホーム］画面に表示されるバックアップソースデバイスのコンテン
ツゲージと同様（「バックアップソース コンテンツゲージ」p. 19を  
参照してください）。

バックアップターゲット
コンテンツゲージ

［ホーム］画面に表示されるバックアップターゲットデバイスのコン
テンツゲージと同様（「バックアップターゲットコンテンツゲージ」
p. 20を参照してください）。

［ファイルバックアップに
切り替える /カテゴリバッ
クアップに切り替える］
トグルボタン

カテゴリバックアップとファイルバックアップのモードを切り替
えます。

• カテゴリモード – コンテンツゲージに示されるカテゴリに従っ  
てファイルのバックアップを行います。
カテゴリモードの場合、ボタン名は［ファイルバックアップに
切り替える］です。

• ファイルモード – 選択したバックアップソースデバイスのフォ  
ルダ構成によるファイルのバックアップを行います。
ファイルモードの場合、ボタン名は［カテゴリバックアップに
切り替える］です。

バックアップの有効化 /
無効化トグルボタン

バックアップを開始 /停止します。

［バックアップ頻度の 
設定］ボタン

連続バックアップまたはスケジュールバックアップのいずれかを
選択すると［バックアップ頻度の設定］ダイアログが開きます。連
続バックアップでは常時バックアップが実行されます。スケジュー
ルバックアップでは指定された日時にのみバックアップが実行さ
れます。

 表2  ［バックアップ］画面の機能の説明 （続く）

表示項目 詳細



MY PASSPORT ULTRA  
ユーザーマニュアル

WD SMARTWAREソフトウェア機能概要 – 26   

   図10［復元］画面

 表 3  ［復元］画面の機能の説明 

表示項目 詳細
バックアップボリューム
選択ボックス

選択したバックアップターゲットデバイスでファイルを復元でき
るバックアップ済みボリュームを一覧表示します。

バックアップボリュームを選択しないと、［次へ］をクリックして
復元操作を続行することができません。

復元フォルダボックスの
変更および検索ボタン

WD SmartWareはデフォルトで、ご利用のユーザー名の［マイド 
キュメント］フォルダに［復元したコンテンツ］という名前のフォ
ルダを作成します。別のフォルダを指定したい場合は、検索機能を
使って［適用］をクリックします。

（続く）

復元元のボリュームを選択

復元したファイルの保存先を選択

復元するコンテンツを選択

バックアップボリューム選択ボックス

復元先オプションボタン

復元フォルダボックスの変更
および参照ボタン

復元ファイルオプションボタン

［一部のファイルを復元］選択ボックス

［復元の開始 /キャンセル］トグルボタン
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復元先オプションボタン 選択したバックアップターゲットデバイスから復元したファイル
のコピー先を指定します。

• ［元の場所］は復元されたファイルをバックアップされた元の同
じ場所にコピーします

• ［復元したコンテンツ］は復元したすべてのファイルを単一の
フォルダにコピーします

復元ファイルオプション
ボタン

デフォルト設定では［一部のファイルを復元］オプションが選択さ
れ、WD SmartWareは［一部のファイルを復元］選択ボックスを表示 
します。選択ボックスを使用して、ファイルまたはフォルダのみを
検索して復元することができます。

［すべてのファイルを復元］オプションを選択すると、［一部のファ
イルを復元］選択ボックスが閉じられ、WD SmartWare ソフトウェ  
アは選択したバックアップターゲットデバイスの選択したバック
アップ ボリュームからすべてのファイルを復元します。

［一部のファイルを復元］
選択ボックス

選択したバックアップボリュームからのすべてのファイルを、フォ
ルダ一覧で表示します。フォルダの一覧には、個々のファイルまた
はフォルダを選択できるチェックボックスが表示されます。

［復元の開始 /キャンセル］
トグルボタン

復元の開始およびキャンセルを行って、復元操作を制御します。

 表 3  ［復元］画面の機能の説明 （続く）

表示項目 詳細
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［設定］画面
［設定］画面の機能概要については、図11および表 4を参照してください。 

   図11［設定］画面

 表 4  ［設定］画面の機能の説明 

表示項目 詳細
［Dropboxアカウント］ 
ボタン

WD SmartWare Proソフトウェアからアクセスするリモート 
Dropboxフォルダを設定するための［Dropboxアカウント］ダイア
ログが表示されます。

［ファイルの履歴］ボタン ［ファイルの履歴］ダイアログを表示して、ファイルごとに保存し
たいバックアップバージョンの数を指定することができます。

［復元フォルダ］ボタン ［復元フォルダの設定］ダイアログを表示して、ファイルに別の保
存先を指定することができます。

［ソフトウェアの更新］ 
ボタン

［ソフトウェアの更新］ダイアログを表示して、ソフトウェアの更新
の自動確認オプションを有効、または無効にすることができます。
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［ヘルプ］画面
WD SmartWareの［ヘルプ］画面を使うと、ラーニングセンターのトピックやオンライ 
ンサポートサービスへのリンクを簡単に利用できます。
［ヘルプ］画面の機能概要については、図12および表 5を参照してください。 

   図12［ヘルプ］画面

 表5  ［ヘルプ］画面の機能の説明 

表示項目 詳細
お問い合わせ先リンク ブラウザを使用してhttp://support.wdc.com/contactにアクセス

し、お問い合わせ先をご確認いただけます。

［ラーニングセンター 
トピック］ボタン

主なラーニングセンターのヘルプトピックを表示します：

• 概要
• バックアップ
• 復元
• 管理およびカスタマイズ

オンラインユーザー 
マニュアルリンク

ブラウザを使用して以下のURLにアクセスし、WD SmartWareマ 
ニュアルを参照することができます：
http://www.wdc.com/wdproducts/wdsmartware/um.asp

ここで、WDデイバスのオンラインユーザーマニュアルを選択して
表示することができます。

（続く）

［ラーニング
センター
トピック］
ボタン

サポートリンク

お問い合わせ先リンク

オンラインユーザー
マニュアルリンク

WDストアリンク

http://support.wdc.com/contact
http://www.wdc.com/wdproducts/wdsmartware/um.asp
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サポートリンク ブラウザを使用してhttp://support.wdc.comにアクセスし、「サー
ビス&サポート」ページを参照することができます。

WDストアリンク ブラウザを使用して以下のURLにアクセスし、WDオンラインスト
アをご利用いただけます：
http://store.westerndigital.com/store/wdus

 表5  ［ヘルプ］画面の機能の説明 （続く）

表示項目 詳細

http://support.wdc.com
http://store.westerndigital.com/store/wdus
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ファイルのバックアップ
この章では以下のトピックについて説明します。
バックアップ機能の仕組み
ファイルのバックアップ

バックアップ機能の仕組み
WD SmartWareソフトウェアはすべての大事なファイル（音楽、映画、写真、文書、メー 
ル、およびその他のファイル）を選択されたバックアップターゲットデバイスに自動的
にバックアップします。連続バックアップでは、選択されたバックアップソースデバイ
スにファイルを追加あるいは変更すると直ぐに 2 次コピーが作成されます。スケジュー  
ルバックアップでは、選択した日時にバックアップが実行されます。

WD SmartWare ソフトウェアが選択されたバックアップソースデバイスのコンテンツを  
様々なタイプに分類した後は、［バックアップを有効にする］ボタンをクリックすると選
択されたバックアップターゲットデバイスにそれらをすべてバックアップします。また
ユーザーは、特定のファイル、フォルダ、またはファイルのカテゴリを選択してバック
アップすることができます。

バックアップを実行すると、WD SmartWare ソフトウェアにより次のファイルがバック  
アップされ、ファイルが保護されます。

•   選択されたバックアップソースデバイスに作成される、またはコピーされる新し
いファイル

•   変更された既存のファイル

この保護は自動的に行われ、WD SmartWare ソフトウェアはユーザーが何をしなくても  
それを実行し、コンピュータに接続されている選択されたバックアップソースデバイス
とバックアップターゲットデバイスに任せます。

ご注意 :  バックアップ保護は、バックアップソースデバイスとバックアップター  
ゲットデバイスがコンピュータに接続されている限り、自動的に実行されま
す。したがって、どちらかのデバイスをコンピュータから外して再接続すると、
WD SmartWare ソフトウェアはバックアップソースデバイスを再スキャンし、  
新しい、あるいは変更されたファイルを探して自動的なバックアップ保護を再
開します。

ファイルのバックアップ
1.  ［ホーム］画面の［バックアップソース］領域で、バックアップ対象のファイルを持
つデバイスを選択します。
a. バックアップソースの選択ボックスを使用して、ファイルのバックアップをロー
カルハードドライブから行うのか、リモートDropboxフォルダから行うのかを指
定します。

1
4
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• デフォルトでは、コンピュータオプションが選択されます。このコンピュー
タアイコンは、バックアップソースデバイスが内蔵ハードドライブ、ドライ
ブパーティション、またはローカルに直接接続された外付けハードドライブ
のいずれかであることを示します。

• Dropbox オプションを選択した場合、Dropbox アイコンが表示されます。こ
のアイコンは、バックアップソースデバイスがリモートDropboxフォルダで
あることを示します。

b. 選択されたバックアップソースデバイスに複数の内蔵ハードドライブ、複数のド
ライブパーティションまたは外付けハードドライブが存在している場合は、バッ
クアップソースデバイス選択ボックスを使用してバックアップ対象にする1つの
ソースを選択します。

2.   ［ホーム］画面の［バックアップターゲット］領域で、以下の操作を行います。
a. コンピュータに複数のバックアップターゲットデバイスを接続している場合は、
バックアップ対象にする1つのターゲットを選択します。

b. 選択したデバイスが明るい青色の背景でハイライト表示されることを確認し
ます。

c. 選択したバックアップターゲットデバイスに複数のドライブパーティションまたは
ネットワーク共有が存在している場合、デバイスアイコンの下にあるバックアッ
プターゲットデバイス選択ボックスを使用して1つのターゲットを選択します。

3.   ［バックアップ］タブをクリックし、［バックアップ］画面を表示します（p. 23の図9を 
参照）。

選択されたMy Passport 
ドライブ
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4.   WD SmartWare ソフトウェアの初期 /デフォルト設定は、連続バックアップに設定さ  
れています。スケジュールバックアップを設定する場合は、［バックアップ頻度の設
定］をクリックして［バックアップ頻度の設定］ダイアログを表示します。

5.   [バックアップ頻度 ] ダイアログで、以下の操作を行います。
a. ［スケジュールバックアップ］オプションを選択します。
b.［毎時］、［毎日］、または［毎月］のオプションを選択し、チェックボックスと選
択ボックスを使用してバックアップをスケジュールします。

d.［OK］をクリックして、スケジュールを保存し、［バックアップ頻度の設定］ダイ
アログを閉じます。

選択内容 . . . バックアップの実行内容 . . .

毎時 指定した時間に毎時。
毎日 選択した曜日の選択した時間ごと：

a. ［曜日］チェックボックスをオンまたはオフにして、バッ
クアップを実行する曜日を指定します。

b. ［時間］選択ボックスを使用して、バックアップを実行す
る時間を指定します。

毎月 選択した月日の選択した時間ごと：
a. ［毎月］選択ボックスを使用して、バックアップを実行す

る月日（［第1週］［第2週］［第3週］［第4週］［最終週］）を
指定します。

b. ［曜日］選択ボックスを使用して、バックアップを実行す
る曜日を指定します。

c. ［時間］選択ボックスを使用して、バックアップを実行す
る時間を指定します。
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6.   ［バックアップ］画面で以下の操作を実行します。

7.   選択したバックアップソースデバイスのすべてのカテゴリのファイルをバックアッ
プするには、以下の操作を行います。
a. バックアップ モードがカテゴリになっており、［バックアップ］ 画面の左上端に  
［カテゴリのバックアップを実行できます］が表示されることを確認します。
バックアップモードとして［ファイルバックアップ］が選択され、［ファイルの
バックアップを実行できます］が表示されている場合は、［カテゴリのバックアッ
プに切り替える］ボタンをクリックし、表示される［バックアッププランを切り
替える］ダイアログで［OK］をクリックします。

b.［詳細表示］をクリックしてカテゴリ別バックアップ選択ボックスを開き、6つの
カテゴリすべてのチェックボックスが選択されていることを確認します。

c. オフになっているチェックボックスをオンにし、［変更を適用する］をクリックし
てカスタムバックアッププランを作成し、コンテンツゲージを更新します。

d.［バックアップを有効にする］をクリックし、指定したバックアップ頻度でバック
アップソースデバイスのすべてのカテゴリのファイルのバックアップを開始し、
p. 39のステップ 11に進みます。

内蔵ハードディスクドライブに . . .   
選択したバックアップソースデバイ
スで、以下の操作を行います

 
 
操作 . . .

すべてのファイルカテゴリ ステップ 7に進みます

選択したファイルカテゴリ p. 35のステップ 8に進みます

すべてのファイルとフォルダ p. 36のステップ 9に進みます

選択したファイルとフォルダ p. 37のステップ 10に進みます
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ご注意 :  p. 33のステップ 5でスケジュールバックアップを設定した場合、WD SmartWare     
ソフトウェアはバックアップスケジュールリマインダボタンをバックアップ画
面に追加します。 

リマインダボタンをクリックすると、［スケジュールバックアップステータス］ダ
イアログが表示されます。このダイアログには、次回のスケジュールバックアッ
プの日時、バックアップに失敗した可能性のある最終バックアップ、バックアッ
プを完了した最終バックアップが表示されます。 

スケジュールを無視して今すぐバックアップを実行する場合は、［今すぐバック
アップ］をクリックします。

8.   選択したバックアップソースデバイスの選択したカテゴリのファイルをバックアッ
プするには、以下の操作を行います。
a. バックアップ モードがカテゴリになっており、［バックアップ］画面の左上端に 
［カテゴリのバックアップを実行できます］が表示されることを確認します。
バックアップモードとして［ファイルバックアップ］が選択され、［ファイルの
バックアップを実行できます］が表示されている場合は、［カテゴリのバックアッ
プに切り替える］ボタンをクリックし、表示される［バックアッププランを切り
替える］ダイアログで［OK］をクリックします。

b.［詳細表示］をクリックしてカテゴリ別バックアップ選択ボックスを表示します：
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c. ［カテゴリを選択してバックアップ］ボックスで、以下の手順を実行します：
• バックアップから除外するファイルのカテゴリのチェックボックスをオフ
にします。

• バックアップに含めるファイルのカテゴリのチェックボックスをオンにし
ます。

d.［変更を適用する］をクリックしてカスタムバックアッププランを作成し、コン
テンツゲージを更新します。

e. ［バックアップを有効にする］をクリックし、指定したバックアップ頻度で選択し
たバックアップソースデバイスの選択したカテゴリのファイルのバックアップを
開始し、p. 39のステップ 11に進みます。
ご注意 :  p. 33のステップ 5でスケジュールバックアップを設定した場合、WD SmartWare     

ソフトウェアはバックアップスケジュールリマインダボタンをバックアップ画
面に追加します。 

リマインダボタンをクリックすると、［スケジュールバックアップステータス］
ダイアログが表示されます。このダイアログには、次回のスケジュールバック
アップの日時、バックアップに失敗した可能性のある最終バックアップ、バック
アップを完了した最終バックアップが表示されます。 

スケジュールを無視して今すぐバックアップを実行する場合は、［今すぐバック
アップ］をクリックします。

9.   選択したバックアップソースデバイスのすべてのファイルとフォルダをバックアッ
プするには、以下の操作を行います。
a. バックアップモードとして［ファイルバックアップ］が選択され、［バックアッ
プ］画面の左上端に［ファイルのバックアップを実行できます］が表示されてい
ることを確認します。
バックアップ モードがカテゴリで［カテゴリのバックアップを実行できます］が 
表示されている場合は、［ファイル バックアップに切り替える］ボタンをクリッ 
クして［バックアップ計画を切り替える］プロンプトが表示されたら［OK］をク
リックします。

b.［ファイルを選択してバックアップ］ボックスで、バックアップソースデバイスの
チェックボックスをオンにします：
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c. フォルダ構成を開きます。バックアップソースデバイスのチェックボックスをオン
にするとデバイスのすべてのファイルとフォルダのチェックボックスがオンにな
ることを確認します。

d.［変更を適用する］をクリックして、選択内容を使用してカスタムバックアッププ
ランを作成します。
ご注意 :  ［元に戻す］をクリックすると直近の選択が解除され、前に適用された設定が 

再表示されます。

e. ［バックアップを有効にする］をクリックし、指定したバックアップ頻度で選択
したバックアップソースデバイスのすべてのファイルとフォルダのバックアップ
を開始し、p. 39のステップ 11に進みます。
ご注意 :  p. 33のステップ 5でスケジュールバックアップを設定した場合、WD SmartWare     

ソフトウェアはバックアップスケジュールリマインダボタンをバックアップ画
面に追加します。 

リマインダボタンをクリックすると、［スケジュールバックアップステータス］ダ
イアログが表示されます。このダイアログには、次回のスケジュールバックアッ
プの日時、バックアップに失敗した可能性のある最終バックアップ、バックアッ
プを完了した最終バックアップが表示されます。 

スケジュールを無視して今すぐバックアップを実行する場合は、［今すぐバック
アップ］をクリックします。

10. 選択したバックアップソースデバイスから選択したファイルまたはフォルダをバッ
クアップするには、以下の操作を行います。
a. バックアップモードとして［ファイルバックアップ］が選択され、［バックアッ
プ］画面の左上端に［ファイルのバックアップを実行できます］が表示されてい
ることを確認します。
バックアップ モードがカテゴリで［カテゴリのバックアップを実行できます］が 
表示されている場合は、［ファイル バックアップに切り替える］ボタンをクリッ 
クして［バックアップ計画を切り替える］プロンプトが表示されたら［OK］をク
リックします。
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b.［ファイルを選択してバックアップ］ボックスで、フォルダ構成を開きます。

c. バックアップしたい個々のファイルまたはフォルダのチェックボックスをオンに
します。
フォルダのチェックボックスをクリックすると、自動的にフォルダ内のすべての
サブフォルダおよびファイルを選択することになることに注意してください。

d.［変更を適用する］をクリックして、選択内容を使用してカスタムバックアッププ
ランを作成します。
ご注意 :  ［元に戻す］をクリックすると直近の選択が解除され、前に適用された設定が 

再表示されます。

e. ［バックアップを有効にする］をクリックし、指定したバックアップ頻度で選択し
たバックアップソースデバイスの選択したファイルまたはフォルダのバックアッ
プを開始し、p. 39のステップ 11に進みます。
ご注意 :  p. 33のステップ 5でスケジュールバックアップを設定した場合、WD SmartWare     

ソフトウェアはバックアップスケジュールリマインダボタンをバックアップ画
面に追加します。 

リマインダボタンをクリックすると、［スケジュールバックアップステータス］ダ
イアログが表示されます。このダイアログには、次回のスケジュールバックアッ
プの日時、バックアップに失敗した可能性のある最終バックアップ、バックアッ
プを完了した最終バックアップが表示されます。 

スケジュールを無視して今すぐバックアップを実行する場合は、［今すぐバック
アップ］をクリックします。
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11. バックアップ中の動作：
•   進行状況バーとメッセージはバックアップされたデータ量を表示します。
•   カテゴリのバックアップの場合：

-  バックアップソースデバイスのコンテンツ ゲージ内のカテゴリのファイルに 
対する青色の背景は、まだバックアップされていないすべてのファイルに対し
ては、黄色に変わります。

-  バックアップターゲットデバイスのコンテンツ ゲージ内のカテゴリのファイ 
ルに対する灰色の背景は、バックアップが完了すると青色に変わります。

•   WD SmartWare ソフトウェアはすべてのファイルをバックグランドでバックアッ  
プするため、ご使用のコンピュータで他の作業を継続することができます。

•   ［バックアップを有効にする］切り替えボタンは［バックアップを無効にする］に
変わりバックアップを無効にできます。

12. バックアップの正常終了メッセージが表示された場合は、バックアップが正常に完了
したことを示します。
バックアップできないファイルがあった場合、WD SmartWareソフトウェアは以下を 
表示します。
•   関連ファイルの数を示す警告メッセージ
•   クリックして、バックアップされなかったファイルの一覧と理由を見ることがで
きる表示リンク

一部のアプリケーションや実行中のプロセスではファイルがバックアップされない
ことがあります。一部のファイルがバックアップされなかった理由がわからない場合
は、以下の操作を行います：
•   開いているファイルをすべて保存して閉じる
•   電子メール プログラムやウェブブラウザなどの実行中のアプリケーションをすべ 
て閉じる

重要： バックアップを完了するのに十分な空き容量がない場合、バックアップ
ターゲットデバイスがいっぱいであることを示す警告メッセージが表
示されます。長期的に最良なソリューションは、デバイスを長期のアー
カイブストレージとし、以下を実行することです：
a. ［ヘルプ］タブをクリックします。

b. ［WDストア］リンクをクリックしてWestern Digitalのオンラインストアの 
Web サイトを表示します。

c. ［外付けハードドライブ］をクリックし、将来の要求に最適なドライブを選
択します。
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13. ステップ 11 で［バックアップを無効にする］を選択した場合、［バックアップを無  
効にしますか?］という確認プロンプトが表示され、WD SmartWare ソフトウェアに  
よってバックグラウンドでバックアップ ジョブが実行されていることを確認できる 
ため、バックアップ中に他の作業のためにコンピュータを継続して使用することがで
きます。
継続するには、以下のいずれかをクリックします。
•   ［いいえ］ – 要求を無視してバックアップを無効にしない
•   ［はい］ – 要求を実行し、バックアップを無効にする

14. カテゴリごとのファイルのバックアップを行い、バックアップソースデバイスに複数
の内蔵ハードドライブまたは複数のドライブパーティションがある場合は、個々のド
ライブでバックアップ手順を繰り返します。



MY PASSPORT ULTRA  
ユーザーマニュアル

ファイルの復元 – 41  

ファイルの復元
この章では以下のトピックについて説明します。
復元機能の仕組み
ファイルの復元

復元機能の仕組み
WD SmartWareソフトウェアを使用すると、バックアップファイルをバックアップター 
ゲットデバイスから簡単に復元し、以下のいずれかにコピーすることができます。

•   バックアップソースデバイス上の元の場所
•   特定の復元コンテンツフォルダ

復元は通常5つのステップで実行します。

1.  ［ホーム］画面で、以下を選択します。
• 復元先デバイス – 復元したファイルをコピーするバックアップソースデバイス

• 復元元デバイス – 復元するファイルが存在するバックアップターゲットデバイス

2.   ファイルの復元元デバイスからバックアップボリュームを選択します。
3.   復元したファイルのコピー先を指定します。バックアップソースデバイス上の元の場
所か、または特定の復元コンテンツフォルダにコピーすることができます。

4.   復元する対象を選択します。指定ファイルの復元、指定フォルダの復元、またはすべ
ての復元が行えます。

5.   ファイルを復元します。

ファイルの復元
1.  ［ホーム］画面の［バックアップソース］領域で、復元したファイルをコピーする復
元先（バックアップソース）デバイスを選択します。
a. バックアップソースの選択ボックスを使用して、復元したファイルのコピーを
ローカルハードドライブに行うのか、リモートDropboxフォルダに行うのかを指
定します。

• デフォルトでは、コンピュータオプションが選択されます。このコンピュータ
アイコンは、復元先が内蔵ハードドライブ、ドライブパーティション、また
はローカルに直接接続された外付けハードドライブのいずれかであることを
示します。

1
5
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• Dropbox オプションを選択した場合、Dropbox アイコンが表示されます。こ
のアイコンは、復元先がリモートDropboxフォルダであることを示します。

b. 選択された復元先に複数の内蔵ハードドライブ、複数のドライブパーティション
または外付けハードドライブが存在している場合は、バックアップソースデバイ
ス選択ボックスを使用して、復元したファイルをコピーする1つのソースを指定
します。

2.   ［ホーム］画面の［バックアップターゲット］領域で、以下の操作を行います。
a. コンピュータに複数のバックアップターゲットデバイスを接続している場合は、
ファイルの復元元となる1つのターゲットを選択します。

b. 選択したデバイスが明るい青色の背景でハイライト表示されることを確認し
ます。

c. 選択したデバイスに複数のドライブパーティションまたはネットワーク共有が存
在している場合、デバイスアイコンの下にあるバックアップターゲットデバイス
選択ボックスを使用して1つのターゲットを指定します。

3.   ［復元］タブをクリックします。次のいずれかのダイアログが表示されます。
• ［復元したファイルの保存先を選択］ダイアログ

• ［バックアップしたボリュームを選択］ダイアログ

（p. 26の図10を参照してください )。

バックアップ時の 
処理 . . . 

 
WD SmartWareの表示 . . . 

以下の復元先（バック
アップソース）デバイス
から、選択した復元元
（バックアップターゲッ
ト）デバイスに1つのバッ
クアップボリュームを 
作成

［復元したファイルの保存先を選択］ダイアログ：

p. 43のステップ4に進みます。

選択されたMy Passport 
ドライブ
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4.   ［復元したファイルの保存先を選択］ ダイアログでは、次の操作を行います。 

以下のいずれかから、選
択した復元元（バック
アップターゲット）デバ
イスに複数のバックアッ
プボリュームを作成

• バックアップソースデ
バイス上の異なる内蔵
ハード ドライブまた 
はドライブ パーティ 
ション

• 異なるバックアップ
ソースデバイス

［バックアップしたボリューム］選択ボックスに利用可能なボ
リュームが表示されている［バックアップしたボリュームを選
択］ダイアログ：

この場合、以下の操作を行います：
a.［バックアップしたボリューム］選択ボックスで、復元元
ファイルにしたいボリュームを選択します。

b.［次へ］をクリックして［復元したファイルの保存先を選
択］ダイアログを表示します。

c. ステップ4に進みます。
選択した復元元（バック
アップターゲット）デバ
イスでバックアップが 
実行されていない

［バックアップしたボリューム］選択ボックスに何も表示され
ていない［バックアップしたボリュームを選択］ダイアログ：

バックアップボリュームを持たないデバイスからはファイル
を復元することはできません。［ホーム］タブをクリックして
p. 41のステップ2に戻り、復元するファイルが保存されてい 
るデバイスを選択します。

目的のコピー先 . . . 操作 . . .

選択した復元先（バックアッ
プソース）デバイス上の元の
場所

［元の場所］
ご注意：  p. 42のステップ3で異なるバックアップソース   

デバイスまたはリモートDropboxフォルダから
バックアップボリュームを選択した場合、 ［元の 
場所］オプションは使用できません。

バックアップ時の 
処理 . . . 

 
WD SmartWareの表示 . . . 
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5.   ［次へ］をクリックして［復元したいコンテンツの選択］ダイアログを表示します。 

6.   ［一部のファイルを復元］選択ボックスのフォルダ一覧で対象とするファイルを確認
します。［検索］ボックスにファイルまたはフォルダの名前（または名前の1部）を
入力して、検索することもできます。
•   ［古いファイルを表示］チェックボックスをオンにして、ファイルの別のバック
アップバージョンを表示することができます。

復元したコンテンツの 
フォルダ

復元コンテンツフォルダ
デフォルトのフォルダは［マイドキュメント］フォルダに
ある［復元したコンテンツ］です。

別のフォルダを指定する場合は、次の操作を行います：

a. ［参照］をクリックして、新しいフォルダを 
指定します

b. ［適用］をクリックします

復元する内容 . . . 
(選択したバックアップ 
ボリュームから )

 
 
操作 . . .

すべてのファイル ［すべてのファイルを復元］ オプションで、p. 45の ス   
テップ7 に進みます。

選択したファイルまたは 
フォルダ

［一部のファイルを復元］オプションで、［一部のファイ
ルを復元］選択ボックスを開き、ステップ6 に進みます。

目的のコピー先 . . . 操作 . . .
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•   ［削除ファイルを表示］チェックボックスをオンにして、削除したファイルのバッ
クアップファイルを表示することができます。

• ［表示］アイコンを選択して、個々のファイルの一覧を表示することができます。
• ファイルを検索する場合は、検索ボックスにファイル名の全体または一部を入力
し、［Enter］キーを押します。

検索により絞り込まれた状態を解除するには、検索ボックス内のテキストをすべ
て削除し、［Enter］キーを押します。

• 復元したいファイルまたはフォルダのチェックボックスをオンにします。
7.   ［復元の開始］をクリックします。
8.   復元中の表示、および可能な操作は次のとおりです。

• [回復 ] 画面に、指定回復場所にコピーされたデータ量を示す進捗バーとメッセー 
ジが表示されます。

• ［復元のキャンセル］ボタンを使って、復元を中止することができます。

9.   復元が完了すると、［復元完了］メッセージが表示されます。
復元対象に選択したファイルの一部が指定した復元場所にコピーされなかった場合、
［部分的復元完了］メッセージが表示されます。メッセージの内容は、次のとおりです。
• ［ファイルは回復されませんでした］メッセージは、回復されなかったファイルの
数と回復失敗情報画面へのリンクを表示します。［ファイルの表示］リンクをク
リックすると、復元されなかったファイルの一覧と理由が表示されます。

• ［復元先がいっぱいです］メッセージは、復元を完了するのに十分な空き容量が選
択した復元先（バックアップソース）デバイスにないことを示します。
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ドライブのロックとロックの解除
この章では以下のトピックについて説明します。
パスワード認証によるドライブの保護
ドライブのロックを解除する
パスワードの変更
ドライブのロック機能を無効にする

パスワード認証によるドライブの保護
誰か他の人がドライブにアクセスするのではないか心配な場合、また、他の人がドライ
ブ上のファイルを表示できないようにしたい場合は、パスワード認証機能をご利用くだ
さい。

1.  ［セキュリティ設定］ダイアログを次のいずれかの方法で開きます：
• デスクトップ上のWDセキュリティのショートカットアイコンをクリック（イン
ストール時に作成している場合）

• ［スタート］ >［（すべての）プログラム］>［Western Digital］ >［WD Apps］ >     
WD セキュリティ 

2.   コンピュータに複数のMy Passportを接続している場合は、パスワード認証を設定す 
るドライブを選択します。

3.   ［パスワードの選択］ボックスに最大25文字のパスワードを入力します。

注意！WDセキュリティを使用すると、ユーザーのパスワードを使ってドライブを
ロックしたり、ロックを解除することができます。しかし、パスワードを忘れた場合
は、ドライブ上のデータにアクセスしたり、新しいデータを書き込むことができなく
なります。その場合、ドライブを再度使用するにはドライブの消去が必要になります。

16
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4.   ［パスワードの確認］ボックスに再度パスワードを入力します。
5.   ［パスワードのヒント］ボックスにパスワードを思い出すためのヒントを入力します。
6.   必要に応じて、［ユーザーの自動ロック解除を有効にする：］チェックボックスを
オンにします。WD セキュリティソフトウェアにコンピュータ上で選択したドライブ 
のパスワードを記憶させたい場合は、チェックボックスをオンにします。

7.   パスワードを忘れた場合にデータを失う可能性があるという警告を確認します。
8.   ［了解しました。］チェックボックスをオンにして、そのリスクを受け入れることを表
明します。

9.   ［セキュリティ設定の保存］をクリックすると、パスワードが保存されドライブのハー
ドウェアの暗号化が有効になります。

10. ［OK］をクリックして、セキュリティが有効になったことを示すメッセージを閉じ
ます。

ドライブのロックを解除する
ドライブ上のファイルに他のユーザーがアクセスできないようにパスワードを設定する
と、［ユーザーの自動ロック解除を有効にする］をオフにしている場合、以下の操作を行
うときは必ずパスワードを入力しなければなりません。

•   コンピュータをシャットダウンして再起動する
•   ドライブを外してコンピュータに再接続する
•   コンピュータがスリープモードを終了する

コンピュータにWDセキュリティをインストールしていない場合でも、パスワードを入
力する必要があります。

コンピュータのソフトウェア設定に応じて、以下の3つの方法のいずれかの方法を選択
し、ドライブをロックします。

•   WDセキュリティまたはWDドライブユーティリティを使用する  
•   WD SmartWareソフトウェアを使用する
•   WD ドライブアンロックユーティリティを使用する

注意！パスワードを作成すると、ドライブは、現在の作業セッション中は「ロック解
除」の状態を維持します。セッション終了後、WDセキュリティは、以下の処理を実
行します：
• ドライブをロックする：ユーザーがコンピュータをシャットダウンした場合、ドラ
イブの接続を解除した場合、またはコンピュータがスリープモードに入った場合に、
ドライブをロックします

• パスワードの入力を求める：［ユーザーの自動ロック解除を有効にする］のチェック
ボックスをオンにしない限り、コンピュータを再起動、ドライブを再接続した際に、
ドライブのロックを解除するためにパスワードの入力を求めます。パスワードの作
成時にチェックボックスをオンにした場合は、自動ロック解除が有効となり、パス
ワードの入力は不要となります
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WD セキュリティまたはWDドライブユーテリティでドライブのロックを
解除する 
コンピュータをシャットダウンして再起動したり、ドライブを取り外してコンピュータ
に再接続した場合にWD セキュリティまたはWDドライブユーティリティのいずれかを 
起動すると、［ドライブロック解除］ダイアログが表示されます。 

この画面は以下のいずれかの場合に表示されます。
• 1台の My Passportをロックし、コンピュータに接続されている場合（自動的に 
実行されます）

• 複数のMy Passportがコンピュータに接続されている場合で、WDセキュリティ 
またはWDドライブユーティリティを使用した際に、いずれかの画面でロックし
たドライブを選択した場合  

1.  ［ドライブロック解除］画面が表示されない場合は、以下のいずれかの操作を行います。
•  デスクトップ上のWD セキュリティショートカットアイコン（アプリケーション  
のインストール時に作成している場合）をクリック、または［スタート］>［（す
べての）プログラム］>［Western Digital］ >［WD Apps］ >［WD Security］を選択

• デスクトップ上のWDドライブユーティリティアイコン（アプリケーションの
インストール時に作成している場合）をクリック、または［スタート］ >［（すべ
ての）プログラム］ >［Western Digital］ >［WD Apps］ >［WD Drive Utilities］を
選択 

2.   コンピュータに複数のMy Passportを接続している場合は、ロックを解除するドライ 
ブを選択します。

3.   ［ドライブロック解除］画面では、以下の操作を行います。
a. ［パスワード］ボックスにパスワードを入力します。
b.［ドライブのロック解除］をクリックします。
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WD SmartWareソフトウェアを使用してドライブのロックを解除します
パスワード作成時に［ユーザーの自動ロック解除を有効にする］チェックボックスをオ
フにした場合は、コンピュータをシャットダウンまたは再起動するたび、またはドライ
ブをコンピュータに再接続するたびに、パスワードの作成時にチェックボックスをオン
にしていない場合は、WD SmartWareソフトウェアは［ドライブはロックされています］ 
とMy Passportドライブに関するコンテントゲージの場所にメッセージを表示します。

1.  ［WD SmartWareドライブのロックを解除してください］ダイアログが自動的に表示 
されない場合は、上部のドライブイメージアイコンをクリックして［ドライブはロッ
クされています］メッセージを表示します。

2.   ［パスワード］ボックスにパスワードを入力します。
3.   ［ロック解除］をクリックします。
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WD ドライブのロック解除ユーティリティでドライブを解除
WD ドライブユーティリティ、WD セキュリティ、またはWD SmartWareソフトウェア   
がインストールされていないパスワードで保護されたドライブに接続するときは、
WD ドライブアンロックユーティリティを使用してそのドライブのロックを解除するこ 
とができます。WD ドライブアンロックユーティリティは、コンピュータのファイル管 
理ユーティリティで表示されるバーチャルCD ドライブ上にあります。

1.  WD ドライブアンロックユーティリティを次のいずれかの方法で開きます：
•   コンピュータのファイル管理ユーティリティを使って、 WD ロック解除バーチャ  
ルCDを開き、WD Drive Unlock.exeファイルをダブルクリックする

•   ［スタート］>［マイ コンピュータ］をクリックして、リムーバブルストレージが 
あるデバイスの下にあるWD ロック解除バーチャルCD アイコンをダブルクリッ  
クする

2.   ［WDドライブロック解除］画面で、以下の操作を行います。
a. ［パスワード］ボックスにパスワードを入力します。
b. 必要に応じて、［ユーザーの自動ロック解除を有効にする：］チェックボックスを
オンにします。WD Drive Unlock utilityにコンピュータ上で選択したドライブのパ   
スワードを記憶させたい場合は、チェックボックスをオンにします。

c. ［ドライブロック解除］をクリックします。
d.［ドライブは現在ロックされています］メッセージが表示された場合、［終了］を
クリックしてWD ドライブアンロックユーティリティ画面を閉じます。
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パスワードの変更
1.  ［セキュリティを変更］ダイアログを次のいずれかの方法で開きます：

• デスクトップ上のWD セキュリティのショートカットアイコンをクリック（イン 
ストール時に作成している場合）

• ［スタート］ >［（すべての）プログラム］>［Western Digital］ >［WD Apps］ >     
WD セキュリティ

2.   コンピュータに複数のMy Passportを接続している場合は、パスワードを変更するド 
ライブを選択します。

3.   ［パスワード］ボックスに現在のパスワードを入力します。
4.   ［パスワードの変更］を選択します。
5.   ［パスワードの選択］ボックスに最大25文字のパスワードを入力します。
6.   ［パスワードの確認］ボックスに再度新しいパスワードを入力します。
7.   ［パスワードのヒント］ボックスに新しいパスワードを思い出すためのヒントを入力
します。

8.   必要に応じて、［ユーザーの自動ロック解除を有効にする：］チェックボックスをオン
にします。WD セキュリティソフトウェアにコンピュータ上で選択したドライブのパ 
スワードを記憶させたい場合は、チェックボックスをオンにします。

9.   ［セキュリティ設定の更新］をクリックします。
10. ［OK］をクリックして、セキュリティが有効になったことを示すメッセージを閉じ
ます。
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ドライブのロック機能を無効にする
1.  ［セキュリティを変更］ダイアログを次のいずれかの方法で開きます：

• デスクトップ上の WD セキュリティのショートカットアイコンをクリック（イン  
ストール時に作成している場合）

• ［スタート］ >［（すべての）プログラム］>［Western Digital］ >［WD Apps］ >     
WD セキュリティ

2.   コンピュータに複数のMy Passportを接続している場合は、パスワード認証を無効に 
するドライブを選択します。

3.   ［パスワード］ボックスにパスワードを入力します。
4.   ［セキュリティの削除］オプションを選択します。
5.   ［セキュリティ設定の更新］をクリックします。

注意！パスワードを変更すると、ドライブは、現在の作業セッション中は「ロック解
除」の状態を維持します。セッション終了後、WDセキュリティは、以下の処理を実
行します：
• ドライブをロックする：ユーザーがコンピュータをシャットダウンした場合、ドラ
イブの接続を解除した場合、またはコンピュータがスリープモードに入った場合に、
ドライブをロックします

• パスワードの入力を求める：［ユーザーの自動ロック解除を有効にする］のチェック
ボックスがオフの場合、コンピュータの再起動、ドライブの再接続をした際に、ド
ライブのロックを解除するパスワードの入力を求めます。パスワードの作成時に
チェックボックスをオンにした場合は、自動ロック解除が有効となり、パスワード
の入力は不要となります
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ドライブの管理とカスタマイズ
この章では以下のトピックについて説明します。

WD Quick Viewアイコンを使用する
WD SmartWareを起動する
ドライブステータスをチェックする
ドライブを安全に取り外す
アイコンアラートを監視する

ドライブのスリープタイマーを設定する
ドライブの登録
本製品の健全性をチェックする
ドライブの消去
WDソフトウェアおよびディスクイメージの復元

WD Quick Viewアイコンを使用する
WD SmartWareをインストールすると、WD Quick ViewアイコンがWindowsタスクバー   
のシステムトレイに表示されます。

このアイコンを使って以下の操作を行うことができます。

•   WD SmartWareを起動する
•   ドライブステータスをチェックする
•   ドライブを安全に取り外す
•   アイコンアラートを監視する

以降のセクションでは、アイコンの使用法、および上記の操作を行う他の方法について
説明します。

WD SmartWareを起動する
次によってWD SmartWareソフトウェアを起動できます。

•   タスクバーのWD Quick Viewアイコンを左または右クリックして、WD SmartWare   
を選択します。

•   以下をクリックします。
［スタート］ >［（すべての）プログラム］ >［Western Digital］ > WD SmartWare >       
［WD SmartWare］

17
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•   デスクトップ上のWD SmartWareのショートカットアイコンをクリック（インス 
トール時に作成している場合）：

ドライブステータスをチェックする
タスクバーのWD Quick Viewアイコン上にポインタを重ねると、ドライブ容量とドライ  
ブ温度のステータス、ドライブのロック状態を確認することができます。

ドライブを安全に取り外す 

以下のいずれかの方法で、ドライブを安全に取り外すことができます。

•   タスクバーのWD Quick Viewアイコンを右クリックして、My Passportドライブ   
の［安全な取り外し］オプションをクリック：

•   WD SmartWare の［ホーム］画面でドライブアイコンを右クリックし、表示され 
るメニューから［安全な取り外し］を選択します：

ドライブの電源が落ちる音が確認できます。

電源 /動作状況LEDがオフになったことを確認し、ドライブをコンピュータから取り外
します。

注意！データの損失を防ぐため、本製品のシャットダウンまたは接続の解除を行う前
に、実行中のウィンドウとアプリケーションをすべて閉じてください。
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アイコンアラートを監視する
タスクバーのWD Quick Viewアイコンの点滅は、次のようなドライブステータスを示し  
ます。

ドライブのスリープタイマーを設定する
ドライブのスリープタイマーにより、ハードディスク上で何も処理が行われずに一定の
時間が経過した後、ドライブをオフにして電力を節約し、ドライブの磨耗を最小限に抑
えます。

1.  WD ドライブユーティリティを次のいずれかの方法で開きます：
• デスクトップ上の WD ドライブユーティリティのショートカットアイコンをク  
リック（インストール時に作成している場合）

• ［スタート］ >［（すべての）プログラム］ >［Western Digital］ >［WD Apps］ >      
［WD Drive Utilities］

詳細については、p. 8の図4を参照してください。

2.   コンピュータに複数のMy Passportを接続している場合は、スリープタイマーを設定 
するドライブを選択します。

3.   ［スリープタイマー］をクリックし、［スリープタイマー］ダイアログを表示します。

4.   ［スリープタイマー］ダイアログで、次の操作を行います。
a. ［スリープタイマーの設定］ボックスで、ドライブをオフにするまでの時間の長 
さを選択します。

b.［タイマーの設定］をクリックします。

WD Quick Viewアイコンの 
点滅状態 . . .

 
ドライブの想定される状態 . . .

緑と白 デバイスはロックされているか、WD SmartWareが 
対応していない形式でフォーマットされています
（Windows環境における非Windowsフォーマット）。

赤と白 デバイスが過熱しています。

ドライブの電源を切って、60分間冷却してください。
電源を再びオンにした後、まだ問題がある場合は、
WDサポートにご連絡ください。
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ドライブの登録
WDドライブユーティリティを使用すると、ご使用のコンピュータのインターネット接続
を経由してドライブを登録することができます。本製品登録すると、保障期間は無料テ
クニカルサポートをご利用頂けます。また、最新のWD製品情報をお届けします。

1.  コンピュータがインターネットに接続されていることを確認します。
2.   WD ドライブユーティリティを次のいずれかの方法で開きます：

• WD ドライブユーティリティのデスクトップショートカットアイコンをクリック 
（インストール時に作成している場合）

• ［スタート］ >［（すべての）プログラム］ >［Western Digital］ >［WD Apps］ >      
［WD Drive Utilities］

詳細については、p. 8の図4を参照してください。

3.   コンピュータに複数のMy Passportを接続している場合は、ドライブの状態を確認す 
るデバイスを選択します。

4.   ［登録］をクリックして、［登録］ダイアログを表示します。

5.   ［登録］ダイアログで、以下の操作を行います。
a. ［名］ボックスに名前を入力します。
b.［姓］ボックスに名字を入力します。
c. 電子メールアドレスを［電子メールアドレス］ボックスに入力します。
d.［選択言語］ボックスで言語を選択します。
e. ［はい、登録製品のソフトウェアアップデート ...］チェックボックスをオンまた
はオフにして、ソフトウェアアップデート、高機能製品情報、割引価格などの案
内を受け取るか設定することができます。

f. ［ドライブの登録］をクリックします。
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本製品の健全性をチェックする
WD ドライブユーティリティは、本製品のパフォーマンスを確保するために、3つの診断 
ツールを備えています。ドライブが正しく動作しているか心配な場合は、次のテストの
いずれかを実行してください。

•   SMARTステータス
SMARTは、ドライブのパフォーマンス属性を継続的にモニタリングする障害予測
機能です。たとえば、ドライブ温度の上昇、ノイズまたは読み取り /書き込みエ
ラーなどの増加が検出されると、ドライブに深刻な障害が生じつつあることの目安
になります。事前にアラートを把握することにより、実際に障害が発生する前に
データを別のドライブに移動するなどの予防措置をとることが可能になります。
ドライブの状態に関するSMARTステータスチェックの結果は、合格または不合
格として判定されます。

•   クイックドライブテスト
ご使用のMy PassportドライブはData Lifeguard™診断ユーティリティを実装して  
いるので、エラー状態のドライブをテストすることができます。クイックドライブ
テストでは、ドライブのパフォーマンスに重要な問題がないかをチェックします。
ドライブの状態に関するクイックドライブテストの結果は、合格または不合格と
して判定されます。

•   完全ドライブテスト
最も総合的なドライブ診断は、完全ドライブテストです。完全ドライブテストで
は、各セクターのエラー状態の有無を入念にテストし、必要に応じて不良セクター
にマーカーを挿入します。

ドライブに問題が発生する前に、ドライブ診断とステータスチェックを定期的に行うこ
とをお勧めします。SMARTステータスチェックと簡易ドライブテストは非常に高速なた
め、最小限の負荷で高レベルの保証を提供します。また、ファイルの書き込みやアクセ
ス時にディスクエラーが発生した場合は、必ず3つのテストをすべて実行してください。

1.  WD ドライブユーティリティを次のいずれかの方法で開きます：
• デスクトップ上の WD ドライブユーティリティのショートカットアイコンをク  
リック（インストール時に作成している場合）

• ［スタート］ >［（すべての）プログラム］ >［Western Digital］ >［WD Apps］ > 
［WD Drive Utilities］

詳細については、p. 8の図4を参照してください。

2.   コンピュータに複数のMy Passportを接続している場合は、ドライブの状態を確認す 
るデバイスを選択します。
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3.   ［診断］をクリックして、［診断情報］ダイアログを表示します。

4.   ［診断情報］ダイアログで、実行したいテストのボタンをクリックします。
• SMARTステータス

• クイックドライブテスト
• 完全ドライブテスト

ドライブの消去

ご注意：  ドライブを完全に消去すると、WDソフトウェア、すべてのサポートファイル、
ユーティリティ、ユーザーマニュアルもすべて削除されます。ドライブを消去
した後、これらのファイルをMy Passportにダウンロードして、元の構成に戻
すこともできます。

WDドライブユーティリティには、ドライブを消去するための2つの方法が用意されてい
ます。My Passportドライブのロックが解除されているか、ロックされているかによっ 
て、使用する方法が以下のように異なります。

注意！ドライブを完全に消去すると、ドライブにあるすべてのデータが削除されます。
ドライブを消去する前に、ドライブ上に必要なデータがないことを必ず確認してくだ
さい。

ドライブの状態 . . . 目的 . . . 操作 . . .

ロックが解除され 
ている

ドライブを消去したい 次のセクションの「ドライブ消去
機能を使用する」。

ロックされている パスワードを忘れてしまったた
め、またはパスワードを消失した
ためドライブの消去が必須と
なった

「WD Drive Unlock Utilityを使用す   
る」p. 59。
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ドライブ消去機能を使用する
ドライブがロックされていない場合にMy Passportドライブを消去するには、以下の手 
順を実行します。
1.  WD ドライブユーティリティを次のいずれかの方法で開きます：

• デスクトップ上の WD ドライブユーティリティのショートカットアイコンをク  
リック（インストール時に作成している場合）

• ［スタート］ >［（すべての）プログラム］ >［Western Digital］ >［WD Apps］ >      
［WD Drive Utilities］

詳細については、p. 8の図4を参照してください。

2.   コンピュータに複数のMy Passportを接続している場合は、ドライブの状態を確認す 
るデバイスを選択します。

3.   ［ドライブ消去］をクリックして、［ドライブ消去］ダイアログを表示します。

4.   ［ドライブ消去］ダイアログで、以下の操作を行います。
a. ドライブ消去によりデータが失われることについての警告を確認します。
b.［了解しました。］チェックボックスをオンにして、そのリスクを受け入れることを
表明します。

c. ［ドライブの登録］をクリックします。

ドライブ消去の操作が完了したら、http://support.wdc.comにアクセスして、ナレッジ
ベースのAnswer ID 7「My Passportドライブにおけるソフトウェアとディスクイメージ   
のダウンロードと復元の詳細について」を参照してください。

ご注意：  ドライブを消去するとパスワードが削除されます。パスワードを使ってドライ  
ブを保護していた場合は、WDソフトウェアとディスクイメージを復元し
た後、パスワードを再度作成します (「パスワード認証によるドライブの保
護」p. 46を参照。)

WD Drive Unlock Utilityを使用する
ロックされたMy Passportドライブのパスワードを忘れたり失くした場合にドライブを 
消去する場合は、次の操作を行います。
1.  次のいずれかの方法でWD ドライブのロック解除ユーティリティを起動します。

• ご使用のコンピュータのファイル管理ユーティリティを使用してWD Unlocker
バーチャルCDを開き、「Unlock.exe」をダブルクリックします。

http://support.wdc.com


MY PASSPORT ULTRA  
ユーザーマニュアル

ドライブの管理とカスタマイズ – 60  

• ［スタート］>［マイ コンピュータ］をクリックして、リムーバブル ストレージが  
あるデバイスの下にあるWD ロック解除 VCD アイコンをダブルクリックします。

2.   ドライブのロックを解除するには、以下の操作を5回実行します。
a. ［パスワード］ボックスにパスワードを入力します。
b.［ドライブロック解除］をクリックします。

3.   無効なパスワードを 5回入力すると、［パスワード試行回数が多すぎます］というダ
イアログが表示されます。



MY PASSPORT ULTRA  
ユーザーマニュアル

ドライブの管理とカスタマイズ – 61  

4.   ［ドライブの消去］をクリックすると、「ドライブにあるすべてのデータが削除されま
す」と警告が表示されます。

5.   警告を読み、［了解しました］チェックボックスをオンにして、そのリスクを受け入
れることを表明します。

6.   ［消去］をクリックします。

ドライブ消去の操作が完了したら、http://support.wdc.comにアクセスして、ナレッジ
ベースのAnswer ID 7「My Passportドライブにおけるソフトウェアとディスクイメージ   
のダウンロードと復元の詳細について」を参照してください。

ご注意：  ドライブを消去するとパスワードが削除されます。パスワードを使ってドラ  
イブを保護したい場合は、WD ソフトウェアとディスク イメージを復元し  
た後、パスワードを再度作成します (「パスワード認証によるドライブの保
護」p. 46を参照。)

WDソフトウェアおよびディスクイメージの復元
ドライブを消去または再フォーマットすると、My Passport ドライブの全データが削除  
されるのに加え、WDソフトウェアと、サポート ファイル、ユーティリティ、オンライン 
ヘルプ、およびユーザー マニュアルのすべてのファイルが削除されます。

コンピュータ上のWDソフトウェアの削除もしくは再インストール、または他のコン
ピュータに移動した本製品へのソフトウェアのインストールを行う必要がある場合、WD
ソフトウェアとディスクイメージを本製品に復元することが必要となります。My Passport 
この処理を行うために必要な操作については、ドライブ消去または再フォーマットの完
了後、http://support.wdc.comにアクセスして、ナレッジベースのAnswer ID 7を参照し  
てください。

http://support.wdc.com
http://support.wdc.com
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ソフトウェアの管理とカスタマイズ
この章では以下のトピックについて説明します。

バックアップ バージョンの数を指定
別の復元コンテンツフォルダを指定する
ソフトウェアアップデートのチェック
リモートDropboxアカウントの設定
WDソフトウェアのアンインストール

バックアップ バージョンの数を指定
WD SmartWareを使用して、ファイルごとに最大で過去25回の更新履歴をバックアップ 
することができます。誤ってファイルを上書きしたり、削除してしまった場合でも、ま
た以前のバージョンのファイルを見たい場合でも、WD SmartWareがコピーを保持して 
います。ファイルごとに最新の指定数分の復元可能なバージョンをいつでも利用でき、 
1から25までのバージョンを常に保持し続けることができます。

より多くのバージョンを保持すると：
•   ずっと前に遡ってファイルを回復できます
•   より多くのディスクスペースを使用します

1.  ［設定］タブをクリックして、［ソフトウェア設定］画面を表示します（p. 28の図11を 
参照してください）。

2.   ［ソフトウェア設定］画面で、［ファイルの履歴］をクリックし、［ファイルの履歴の
設定］ダイアログを表示します。

3.   ［ファイルの履歴の設定］ダイアログで、次の操作を行います。
a. 選択ボックスに、各ファイルに対して保存したいバックアップバージョンの数 
（1～25）を指定します。

b.［適用］をクリックします。

18
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別の復元コンテンツフォルダを指定する
復元の開始時に、復元したファイルを次のどちらの場所に保存するかを選択できます。

•   コンピュータ上の元の場所
•   ［回復されたコンテンツ］フォルダ

WD SmartWareのデフォルト設定では、［復元したコンテンツ］サブフォルダが、［マイ 
ドキュメント］フォルダに作成されます。別のフォルダを指定する場合は、次の操作を
行います。

1.  新しいフォルダを作成するか、使用する既存のフォルダを決めます。
2.   ［設定］タブをクリックして、［ソフトウェア設定］画面を表示します（p. 28の図11を 
参照してください）。

3.   ［ソフトウェア設定］画面で、［復元フォルダ］をクリックし、［復元フォルダの設定］
ダイアログを表示します。

4.   ［復元フォルダの設定］ダイアログで以下を実行します。
a. ［参照］をクリックし、参照機能を使って新しい回復フォルダを確認します。
b.［適用］をクリックします。

ソフトウェアアップデートのチェック
［ソフトウェアの更新］オプションを有効にした場合、WD SmartWare ソフトウェアの更  
新が自動的にチェックされます。これにより、常に最新のソフトウェアバージョンを使
うことができます。［ソフトウェアの更新］オプションを有効、または無効にするには以
下の手順を実行します。

1.  ［設定］タブの ［ソフトウェアの設定］をクリックして［ソフトウェアの設定］画面 
を表示します (p. 28の図 11 を参照 )。

2.   ［ソフトウェア設定］画面で［ソフトウェアの更新］をクリックして［ソフトウェア
の更新］ダイアログを表示します。

3.   ［ソフトウェアの更新］ダイアログで、以下の操作を行います。
a. ［WD SmartWare ソフトウェアアップデートを自動的に確認する］チェック ボッ   
クスをオンまたはオフにします。

b. ソフトウェアの更新を今すぐチェックする場合、［今すぐ確認］をクリックします。
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リモートDropboxアカウントの設定
バックアップソースまたはターゲットデバイスとしてリモートDropboxフォルダを使用
する前に、WD SmartWare ProソフトウェアによるアクセスのためのDropboxアカウン  
トを設定する必要があります。

1.  ［設定］タブの［ソフトウェアの設定］をクリックして［ソフトウェアの設定］画面を
表示します (p. 28の図11 を参照 )。

2.   ［ソフトウェア設定］画面で［Dropboxアカウント］をクリックして［Dropboxアカ
ウント］ダイアログを表示します。

3.   ［アカウントの選択］をクリックして、［Dropboxログインが必要］ダイアログを表示
します。

4.   ［Dropboxログインが必要］ダイアログで、以下の操作を行います。
a. ［サインイン］をクリックします。

WD SmartWare ProソフトウェアによりDropbox接続要求が開始します。Webブ  
ラウザを使用してDropboxのWebサイト (https://www.dropbox.com/) にアクセ  
スします。

b. DropboxのWebサイトで、ログイン資格情報を記憶するようにアカウントを設
定していなかった場合は、電子メールアドレスとパスワードを入力し、［サイン
イン］をクリックしてWD SmartWare Proソフトウェアからの接続要求を確認し  
ます。

c. ［許可］をクリックして接続要求を受け入れます。
［成功！］が表示されれば、WD SmartWare Proソフトウェアからリモート  
Dropboxフォルダへのアクセスが許可されたことになります。

https://www.dropbox.com/
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d.［完了］をクリックして接続を終了し、［Dropboxログインが必要］ダイアログを
閉じて、現在のDropboxアカウント画面を更新します。
ご注意 :  後で別のリモートDropboxフォルダに変更する場合も同じ手順を使用します。  

この場合、WD SmartWare Proソフトウェアにより、［別のDropboxアカウン  
トへの切り替え］ダイアログが表示されます。このダイアログでは、Dropbox
アカウントを変更するとバックアップソースまたはターゲットデバイスとし
て現在のアカウントを使用して設定されたすべてのバックアップが無効にな
ることが示されます。

WDソフトウェアのアンインストール

オペレーティング システムの [アプリケーションの追加と削除 ] を使ってコンピュータ   
から WD ソフトウェアをアンインストールします。

Windows XP でアンインストール
1.  ［スタート］>［コントロールパネル］の順にクリックします。
2.   ［アプリケーションの追加と削除］をダブルクリックします。
3.   アンインストールするWDソフトウェアを選択します。

• WD SmartWare

• WD セキュリティ

• WD ドライブユーティリティ

4.   ［削除］をクリックします。
5.   ［よろしいですか ...］確認画面で、［はい］をクリックします。

重要： WD SmartWare ソフトウェアのアンインストールにより、すべての既存のバッ   
クアップジョブ設定が削除されます。バックアップファイルは存在し続けますが、
WD SmartWare ソフトウェアの再インストール後、バックアップのたびに手動で有効  
にする必要があります。（「ファイルのバックアップ」p. 31を参照してください )。
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Windows Vista、Windows 7、またはWindows 8で
アンインストール
1.  ［スタート］>［コントロールパネル］の順にクリックします。
2.   ［プログラムと機能］をダブルクリックします。
3.   アンインストールするWD ソフトウェアのリストまたはアイコンをクリックします。

• WD SmartWare

• WD セキュリティ

• WD ドライブユーティリティ

4.   画面上部の［アンインストールと変更］をクリックします。
5.   ［続行しますか ...］確認画面で、［はい］をクリックします。
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Macでドライブを使用する
My Passportは、アップデート済みWindows OS用に、単一の NTFSパーティションと  
してフォーマット済みです。Mac OS Xオペレーティングシステムでこのドライブを使用  
する場合、また必要に応じて Time Machine を使用する場合は、まずドライブを単一の 
HFS+Jパーティションに再フォーマットする必要があります。

この章では以下のトピックについて説明します。
ドライブの再フォーマット
WD ソフトウェアおよびディスクイメージの復元

ドライブの再フォーマット

http://support.wdc.comにアクセスして、Macドライブの再フォーマットの詳細につい
て、ナレッジベースの回答 ID 3865を参照してください。

ドライブの再フォーマットに関して、詳細は、「トラブルシューティング」p. 68 をご覧  
ください。

WD ソフトウェアおよびディスクイメージの復元
Windows PCで使用するためにMy Passportドライブの再フォーマットを完了し、 
http://support.wdc.comをご覧になり、My PassportドライブにおけるMac用 
WD Drive Utilitiesソフトウェア、WDセキュリティソフトウェア、ディスクイメージのダ  
ウンロードと復元の詳細についてナレッジベースのAnswer ID 7を参照してください。  

WD SmartWareソフトウェアは、本モデルのMy PassportドライブをMacでご使用の場  
合にはご利用いただけません。

注意 !ドライブを再フォーマットすると、ドライブの内容はすべて消去されます。 
ドライブにすでにファイルが保存されている場合は、再フォーマットする前に必ず
バックアップしてください。
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トラブルシューティング
この章では以下のトピックについて説明します。
ドライブのインストール、パーティション作成、およびフォーマット
よくある質問

この製品のインストール、または使用中に問題が起きた場合は、このトラブルシューティ
ングセクションを参照してください。より詳細な情報が必要な場合は、サポートウェブ
サイト「http://support.wdc.com」にアクセスしてWDナレッジベースでさらに検索して
ください。

ドライブのインストール、パーティション作成、およびフォーマット

*FAT32ファイル システムでは各ファイルの最大のサイズは4 GBであり、Windowsでは  
32 GBより大きいパーティションは作成できません。ドライブを再フォーマットして 
FAT32で32GBを超えるパーティションを作成する場合は、External USB/FireWire FAT32  
Formatting Utilityをhttp://support.wdc.com/product/downloadからダウンロードしてく 
ださい。

Windowsのユーザーは、Windowsディスク管理ユーティリティ、あるいはサードパー
ティソフトウェアを使ってドライブをNTFSに再フォーマットすることでファイルサイ
ズの制限を克服できます。詳細については、以下を参照してください。

• http://support.wdc.com の 回答 ID 291

• support.microsoft.com の 記事 ID # 314463 および# 184006

• 適正なサードパーティソフトウェア説明書あるいはサポート団体

よくある質問
Q: ドライブがマイコンピュータやコンピュータのデスクトップに表示されないのはな
ぜですか?

A: システムにUSB 3.0、またはUSB 2.0 PCIアダプタカードが装着されている場合、WD   
製USB 3.0外付けストレージ製品を接続する前にドライバがインストールされてい 
ることを確認してください。USB 3.0またはUSB 2.0ルートハブとホストコントロー  
ラのドライバがインストールされていないと、ドライブは正しく認識されません。
インストール手順については、アダプタ カードの製造元にお問い合わせください。

方法 Answer ID

•   Windows (8、7、Vista、XP) および Mac OS X で WD ドライブのパー        
ティション作成やフォーマットする

3865

•   Mac OS X GPT パーティションを Windows XP で NTFS パーティ         
ションに変換する

3645

•   Mac OS X GPT パーティションを Windows 7 または Vista で NTFS          
パーティションに変換する

3647

•   WD 製品用のソフトウェア、ユーティリティ、ファームウェアアップ
デート、ドライブをダウンロード（ダウンロードライブラリから）

1425

•   FAT32* で WD外付けハード ドライブをフォーマットする（Windows   
および MAC OS X）

291
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Q: コンピュータを起動する前にUSBドライブを接続したとき、PCが起動しないのはな
ぜですか?

A: システム設定によっては、コンピュータがWD製外付けUSBドライブから起動しよう
とする場合があります。システムのマザーボード BIOS 設定のマニュアルを参照し  
て、この機能を無効に設定してください。あるいは、http://support.wdc.com にアク 
セスして、ナレッジ ベースの回答 ID 1201 を参照してください。外付けハードドラ    
イブの起動については、システムのマニュアルを参照するか、システムの製造元に問
い合わせてください。

Q: データ転送レートが遅いのはなぜですか?

A: USB 3.0、またはUSB 2.0アダプタカードのドライバが正しくインストールされてい  
ないか、またはシステムがUSB 3.0、またはUSB 2.0に対応していないためにシステ  
ムがUSB 1.1の速度で動作している可能性があります。

Q: システムがUSB 3.0、またはUSB 2.0に対応しているかどうかは、どうやったらわか  
りますか?

A: USBカードの説明書を参照するか、USBカードの製造元にお問い合わせください。

ご注意：  USB 3.0、またはUSB 2.0コントローラがシステムのマザーボードに内蔵され    
ている場合は、そのマザーボード対応のチップセットを必ずインストールして
ください。詳細に関しては、マザーボードまたはシステムのマニュアルを参照
してください。

Q: USB 3.0、またはUSB 2.0デバイスをUSB 1.1ポートまたはハブに差し込むとどうな   
りますか?  

A: USB 3.0およびUSB 2.0はUSB 1.1と下位互換性があります。USB 1.1ポートまたはハ    
ブに接続すると、USB 3.0、またはUSB 2.0デバイスはUSB 1.1の最高速度12 Mbps    
で動作します。  
 
ご使用のシステムにPCI Expressスロットが装備されている場合、PCI Expressアダ  
プタを装着してUSB転送レートを向上させることができます。取り付け手順および
詳細は、カードの製造元にお問い合わせください。

http://support.wdc.com
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SESドライバのインストール
WDソフトウェアをインストールしない場合、My Passportドライブをコンピュータに接 
続するたびにハードウェア ポップアップ ウィザードが表示されないようにするために、  
WindowsコンピュータにSES（SCSI Enclosure Services）ドライバをインストールして  
おく必要があります。

ご注意 :  SESドライバは、WDソフトウェアをインストールする際に自動的にインストー  
ルされます。

この章では以下のトピックについて説明します。
Windows XPコンピュータにインストールする
Windows Vistaにインストールする
Windows 7とWindows 8コンピュータにインストール

Windows XPコンピュータにインストールする
p. 5の図3 に示すように、ドライブを接続すると、［新しいハードウェアの検出ウィザー  
ド］画面が表示されます。

ご注意 :  自動再生が有効になっている場合、［新しいハードウェアの検出ウィザード］画  
面と同時に2つの追加の画面が表示される場合があります。表示されたら、閉じ
てください。

［新しいハードウェアの検出ウィザード］画面を使用して、以下のいずれかの方法でSES
ドライバをインストールできます。

•   コンピュータがインターネットに接続されている場合は自動的にインストール
•   コンピュータがインターネットに接続されているかどうかに関係なく、手動でイ
ンストール

ドライバを自動的にインストール
SESドライバを自動的にインストールするには、コンピュータをインターネットに接続
する必要があります。

1.  コンピュータがインターネットに接続されていることを確認します。
2.   ［新しいハードウェアの検出ウィザード］画面で、［はい、今回のみ接続します］を選
択して、Windows XPがWindows Updateに接続できるようにします。

1A
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3.   ［次へ］をクリックして作業を続けます。
4.   ［ソフトウェアを自動的にインストールする］を選択して、［次へ］をクリックします。

5.   インストールが完了したら、［完了］をクリックします。
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ドライバを手動でインストール
コンピュータがインターネットに接続していない場合は、ドライバを手動でインストー
ルできます。

1.  ［新しいハードウェアの検出ウィザード］画面で、［いいえ、今回は接続しません］を
選択し、Windows Updateへの接続を行わないようにします。

2.   ［次へ］をクリックします。
3.   ［一覧または特定の場所からインストールする］を選択し、［次へ］をクリックします。

4.   ［マイコンピュータ］を参照し、以下の手順を実行します。
a. My Passportをダブルクリックします。
b.［Extras］フォルダをダブルクリックします。
c. WD SESデバイスドライバを選択します。
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d.［次へ］をクリックします。

5.   インストールが完了したら、［完了］をクリックします。

Windows Vistaにインストールする
p. 5の図3 に示すように、ドライブを接続すると、[新しいハードウェアの検出 ] 画面が   
表示されます。

ご注意 :  自動再生が有効になっている場合、［新しいハードウェアの検出］画面と同時に  
2つの追加の画面が表示される場合があります。表示された場合は、これらの
画面は閉じてください。

［新しいハードウェアの検出ウィザード］画面を使用して、以下のいずれかの方法でSES
ドライバをインストールできます。

•   コンピュータがインターネットに接続されている場合は自動的にインストール
•   コンピュータがインターネットに接続されているかどうかに関係なく、手動で 
インストール
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ドライバを自動的にインストール
SESドライバを自動的にインストールするには、コンピュータをインターネットに接続
する必要があります。

1.  コンピュータがインターネットに接続されていることを確認します。
2.   ［新しいハードウェアの検出ウィザード］画面で、［ドライバソフトウェアを検索して
インストールします］をクリックします。

3.   ［新しいハードウェアの検出 – WD SES］画面で、［はい、今回のみオンラインで検   
索します］をクリックし、Windows VistaがWindows Updateに接続できるようにし  
ます。

Windows Vistaは自動的に以下を行います。

•   Windows Updateに接続
•   SESドライバを検出、ダウンロード、およびインストール
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ドライバを手動でインストール
コンピュータがインターネットに接続していない場合は、ドライバを手動でインストー
ルできます。

1.  ［新しいハードウェアの検出ウィザード］画面で、［ドライバソフトウェアを検索して
インストールします］をクリックします。

2.   ［新しいハードウェアの検出画面 – WD SES］画面で、［いいえ、今回は接続しま 
せん］を選択します。
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3.   インストールの際、WD SES デバイスに付属のディスクを挿入するように促され 
た場合、［ディスクはありません］をクリックします。［他の方法を試します］オプ
ションをクリックします。

4.   ［コンピュータ］を参照し、以下の手順を実行します。
a. My Passportをダブルクリックします。
b.［Extras］フォルダをダブルクリックします。
c. WD SESデバイスドライバを選択します。
d.［次へ］をクリックします。

5.   インストールが完了したら、［閉じる］をクリックします。
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Windows 7とWindows 8コンピュータにインストール
p. 5の図3 に示すようにドライブを接続した後、Windows Computer Management ユー     
ティリティを使用して SES ドライバをインストールします。

1.  ［すべてのプログラム］を開いて、［コンピューター］>［管理］をクリックします。

2.   ［コンピューターの管理（ローカル）］で、［デバイスマネージャ］>［他のデバイス］を
クリックし、［ドライバソフトウェアの更新］を右クリックします。
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3.   ［コンピュータを参照してドライバソフトウェアを検索します］をクリックします。

4.   コンピュータを参照し、My Passportをダブルクリックし、［Extras］フォルダをダブ 
ルクリックし、そしてWD SESデバイスドライバを選択します。

5.   ［次へ］をクリックします。
6.   インストールが完了したら、［閉じる］をクリックします。
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遵守および保証情報
この章では以下のトピックについて説明します。
規制遵守
環境基準の遵守（中国）
保証情報

規制遵守

FCCクラスB情報
このデバイスの運用は次の条件を前提にしています。

•   このデバイスが有害な干渉の原因となってはならない。
•   このデバイスは、望ましくない動作を引き起こす干渉も含め、任意の干渉を許容
する必要がある。

このデバイスはFCC規定のパート 15に従い、クラス Bデジタルデバイスの制限に対し  
てテストされ、それに適合していることが確認されています。これらの制限事項は、住
宅地域での設置の場合に有害な電波障害に対し妥当な予防策を与えるよう設計されてい
ます。このデバイスはラジオ周波数エネルギーを発生、使用し、それを放射する可能性
があり、そして指示通りに取り付けられ、使われない場合、ラジオ、テレビまたは通信
の受信に対して、有害な干渉の原因となることがあります。しかしながら、特定の設置
条件でこれらの障害が発生しないという保証はありません。機器を断続的にオン /オフす
ることによって、ラジオまたはテレビの受信に有害な干渉を及ぼした場合は、次の複数
の手段によって干渉を修正することが推奨されます :

•   受信アンテナの方向を変えたり、配置を変える。
•   機器と受信機の距離を大きくする。
•   受信機が接続されているコンセントとは異なる回線のコンセントへ機器を接続
する。

•   ご質問がある場合は、小売店または熟練したラジオ / テレビ技術者にご相談く
ださい。

WD により明示的に許容されていないすべての変更や修正は、デバイスを操作する権限 
を無効にすることがあります。

ICES-003/NMB-003宣言
Cet appareil numérique de la classe B est conforme à la norme ICES-003 du Canada.

このデバイスはCanadian ICES-003クラスBに準拠しています。

安全準拠
アメリカおよびカナダで承認済み。CAN/CSA-C22.2 No. 60950-1, UL 60950-1:情報技術    
機器の安全性。
Approuvé pour les Etats-Unis et le Canada. CAN/CSA-C22.2 No.60950-1, UL 60950-1 : 
Surete d'equipement de technologie de l'information.

1B
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ヨーロッパCE遵守
CEマークが表示されている場合、このシステムが、EMC指令 (2004/108/EC)、および低
電圧指令 (2006/95/EC)など、適用EU理事会指令に準拠していることを示します。適用指
令に基づく「準拠のEU宣言」は、Western Digital Europeによって作成され、保管され  
ています。

KC告知（韓国のみ）

環境基準の遵守（中国）

保証情報

サービスを受けるには
WDは、お客様のビジネスを大切にし、常に最高のサービスの提供に努めております。こ
の製品に保守が必要な場合は、製品を最初に購入された代理店に連絡するか、または弊
社のサポートウェブサイトであるhttp://support.wdc.com をご覧になり、サービスを受 
ける方法または返品許可（RMA）について詳細をお調べください。製品に欠陥があると
確認された場合、RMA 番号が出され、製品を返品する手順が通知されます。許可されて 
いない返却（つまりRMA番号が発行されていないもの）は、お客様負担でそちらに返送
されます。許可された返却は、承認された発送用コンテナに入れられ、前払いで保険を
掛け、返却書類に示されている住所に宛ててください。元の箱および梱包素材はWD製
品を保存あるいは発送するために保管しておいてください。保証期間を確定するために、
http://support.wdc.comで保証の有効期限をお調べください（シリアル番号が必要です）。
WDは、いかなる理由においても、損失したデータ、損失したデータの回復、あるいは製
品に含まれていたデータについて責任を負いません。

기종별 사용자 안내문

B 급기기
(가정용방송통신기자재)

이기기는가정용（B 급) 전자파적합기기로서주로  
가정에서사용하는것을목적으로하며, 모든지역에 
서사용할수있습니다

(Pb) (Hg) (Cd)

(Cr (VI)) (PBB) (PBDE)

(4)

(4 pcs)

(4 pcs)

PCBA

X

USB

EMI 

O: 

SJ/T11363-2006 

X
ST/T11363-2006

“X”

http://support.wdc.com
http://support.wdc.com
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限定保証
WDは、通常の使用に供された場合、以下に規定する期間内、材質においても仕上がり状
態においても本製品に欠陥が生じないこと、また本製品がWDの仕様に合致するもので
あることを保証します。WD製品をお買い求めになった国によって保証期間が異なりま
す。限定保証の期間は、法律で義務付けられている場合を除き、北米と中南米では3年
間、ヨーロッパ、中東、アフリカでは3年間、アジア太平洋地域では3年間となっていま
す。お客様の製品保証期間は、正規販売店または正規再販業者の領収書に記載された購
入日より開始します。製品が WD から盗取されたものであると断定された場合、または  
次の場合、WD は責任を負いません。当該故障が a) 存在しない場合、b) WD が製品を受     
け取る前に生じた損傷のために適切に修正できない場合、または c) 不正な使用、不適切  
な取り付け、改変 (ラベルの取り外しまたは消滅および外部エンクロージャの開封または 
取り外しを含む。ただし、制限されたユーザーサービス可能製品リストに製品がある場
合、および特定の改変が http://support.wdc.com にある該当手順の範囲内にある場合は  
除く ) が行われたか、または WD 以外の者による事故または不注意な取り扱いの場合。前   
述の制限事項によって異なりますが、前述の保証期間内におけるWDの判断による製品
の品の修理または交換が、お客様の唯一かつ排他的な保証となります。

前記の限定保証がWDの唯一の保証であり、新品として販売された製品にのみ適用され
ます。ここで提供される救済は、明示、黙示または法定かを問わず、a) 市販性、特定の 
目的との適合性に関する黙示の保証を含む (ただし必ずしもこれらに限らない ) 他のすべ  
ての救済と保証に取って代わるものであり、b) この製品の購入、使用、性能との関連か 
ら生じた、偶発的、派生的、または特別な損害、財務的な損失、利益の喪失、データの
喪失 (ただし必ずしもこれらに限らない ) に対して一切責任を負いません。これは、WD  
が、あらかじめそのような損害が生じる可能性を知らされていた場合でも同 様です。ア 
メリカのいくつかの州では付随的または結果として生じる損害の制限を許容せず、その
ために上記の制限がお客様に適用されない場合があります。この保証はお客様に特定の
法的権利を与えますが、お客様には州ごとに異なるその他の権利があるかもしれません。

GNU一般公衆利用許諾契約書（GPL）
本製品に組み込まれたファームウェアには、Western Digital のエンドユーザー使用許諾  
契約ではなく、GPL または劣等一般公衆利用許諾契約書 (「LGPL」) (総称して「GPL ソ    
フトウェア」）で許諾されたサードパーティ著作権付きソフトウェアが含まれている場合
があります。GPLに従い、該当する場合 :1) GPLソフトウェアのソースコードは、 
http://support.wdc.com/download/gpl から無料でダウンロードできます。または、 
http://support.wdc.com/download/gpl から、あるいは購入された日から3年以内にカス 
タマーサポートに連絡することによってCDを通常価格で入手可能です。2) GPLソフト 
ウェアは再使用、再頒布および、改変が可能です。3) GPLソフトウェアに関しては、適 
用される法律によって許容される範囲となり、保証はありません。また、4) GPLのコピー 
は、http://www.gnu.org、および http://support.wdc.com/download/gpl から入手できる  
場合もあります。

オープンソースソフトウェアを含むがこれに限定されないソフトウェアの変更または改
ざんは、もっぱらお客様ご自身のリスクで実行されるものとします。Western Digitalは、 
そのようないかなる変更あるいは改ざんにも責任を負いません。Western Digitalは、 
Western Digitalによって提供されたソフトウェアを変更したりあるいは変更を試みたり 
した製品のサポートは行いません。

http://support.wdc.com
http://support.wdc.com/download/gpl
http://support.wdc.com/download/gpl
http://www.gnu.org
http://support.wdc.com/download/gpl
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